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令和６年予算審査特別委員会議事録（第２号） 

令和６年３月１８日（月曜日）     

 

◎出席委員（１２名） 

   １番 早瀬川   恵 君   ２番 井 脇 昌 美 君 

   ３番 榊 原 深 雪 君   ４番 矢 野 利惠子 君 

   ５番 田 利 正 文 君   ６番 髙 橋 健 一 君 

   ７番 木 村 明 雄 君   ８番 細 川   勉 君 

   ９番 川 上 修 一 君  １０番 進 藤 晴 子 君 

  １１番 多治見 亮 一 君  １２番 二 川   靖 君 

 

◎欠席委員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足  寄  町  長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   東海林 弘 哉 君 

足寄町農業委員会会長代理              岡 元 義 春 君 

足寄町代表監査委員              川 村 浩 昭 君（午後欠席） 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   保 多 紀 江 君 

福  祉  課  長   森 岡 彰 寿 君 

住  民  課  長   金 澤 眞 澄 君 

経  済  課  長   佐々木 康 仁 君 

建  設  課  長   松 野   孝 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

会  計  管  理  者   加 藤 勝 廣 君 

消  防  課  長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教  育  次  長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農業委員会事務局長              山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   飯 野 真 有 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  議案第２７号 令和６年度足寄町一般会計予算 
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午前１０時０４分 開議 

 

◎ 開議宣告 

○委員長（多治見亮一君） ただいまから、

予算審査特別委員会を再開いたします。 

 予算審議の進め方について、説明をいたし

ます。 

 一般会計と特別会計は、歳出の目で進め、

質疑が終了した後、歳出の総括質疑を行いま

す。 

 歳入においては、歳入の項で進め、質疑が

終了した後、歳入の総括質疑を行います。 

 第２条以降がある場合は、それぞれの質疑

を受け、終了後、全体の総括質疑を行いま

す。 

 企業会計については、収益的支出の目から

進め、次に収益的収入の一括を、次に資本的

収入及び支出一括で審議を行い、次に総括質

疑を行います。 

 第４条以降がある場合は、一般会計、特別

会計と同様、それぞれの質疑を受け、終了

後、全体の総括質疑を行います。 

 

◎ 議案第２７号 

○委員長（多治見亮一君） これから、議案

第２７号令和６年度足寄町一般会計予算の件

を議題といたします。 

 提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。 

 ４６ページをお開きください。 

 歳出から始めます。 

 目で進めます。 

 第１款議会費、第１項１目議会費、質疑は

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ４８ページ、第

２款総務費に入ります。 

 第１項総務管理費の１目一般管理費、質疑

はありませんか。いいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ５２ページ、２

目基金積立金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ３目会計管理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ４目財政管理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ５目文書広報

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ６目交通安全対

策費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ７目庁舎管理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ８目財産管理

費、質疑はありませんか。 

 １０番進藤晴子さん。 

○１０番（進藤晴子君） 予算書６１ペー

ジ、説明資料のほうは６ページと７ページ、

この二つのものに関して御説明願います。 

 まず、一つは下愛冠のコミュニティセン

ターの改修工事、もう一つは旭町の造り直す

ということで上がってますが、まずこの改修

とほぼ同じ築年数、場所によってはちょっと

違うと思いますが、ほぼ同じ築年数のものに

対する改修と再建設となった説明を教えてく

ださい。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） ただいまの御質

問にお答えいたします。 

 まず、下愛冠のコミュニティセンター、昭

和４７年に建築しておりまして、旭町は昭和

４８年に建築しております。このたび改築と

改修というか、違いといいますと、まず下愛

冠のコミュニティセンターなのですけれど

も、今までに何回か改修を重ねてきておりま

してかなり状況がいいということもございま

す。また、改築をするとしましたら、今の規

模での改築が難しくて、もっと小さくなって

しまうということで、使われる方が老人クラ
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ブとかの方もいらっしゃいまして、規模はそ

のままで御利用になりたいということもござ

いまして、改築ということになりました。旭

町につきましては、こちらも改修はしている

のですけれども、例えば屋根に一部浮き上が

りがありましたりとか、いろいろなところに

大分不具合があるということもございまし

て、こちらは規模を小さくして改築というこ

とで進めております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） まず、下愛冠のコ

ミュニティセンター、改修も重ねてきている

し再建築するのであればもう少し小さくなっ

てしまうというところの、もう少し小さくな

るという理由は建築基準法か何か、その辺の

兼ね合いですか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 市街地のコミュ

ニティセンターとか、ちょっと離れたところ

のコミュニティセンターもそうなのですけれ

ども、今もし再築をするとしたら、最低限必

要な場所ということで、旭町もこのたび３分

の２ぐらいの規模になる予定でございまし

て、今ある下愛冠のコミュニティセンターの

そのままの大きさでは多分なくて、もっと小

さな施設になろうかというところでございま

す。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。利

用者の、それほど大きくなくても大丈夫とい

うことですね。コンパクトにしていかなくて

はいけないということですね。分かりまし

た。 

 あと、全コミュニティセンター、足寄町に

あるコミュニティセンターの数と、あともう

一つどのように改修していくのか、もし計画

を立てていらっしゃるのかどうか、今後。そ

の辺が分かっていたら、分かる範囲で結構で

すので教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 現在公の施設と

して管理をしておりますのが３３の施設と

なっております。それは総務課でしたり、福

祉課でしたり、ほかの課でも管理していると

ころなのですけれども、全部で３３か所と

なっております。 

 また、今後の改修の計画なのですけれど

も、現在総合計画を新たに策定いたしますけ

れども、その中で例えば修繕をするとか、そ

ういうことも今のところ年度で修繕の計画を

つくっておりますので、今後総合計画のほう

に登載をして、必要な箇所からやっていきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

 ５番田利正文さん。 

○５番（田利正文君） ６３ページの、今の

ところに関わるわけですけれども、下愛冠コ

ミュニティセンターのところに説明書では、

内部改修とあります。この内部改修はどんな

中身なのか教えていただきたいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩しま

す。 

午前１０時１５分 休憩 

午前１０時１６分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、会

議を再開します。 

 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） お時間頂きまし

て、申し訳ございません。 

 下愛冠コミュニティセンターの改修の内容

ですけれども、まず壁の長寿命化、壁と屋根

ですね。それと、あと内部なのですけれど

も、内部についてはトイレを水洗化して個室

にします。あと床の補強などを行うのと、

カーペットを敷いたり、あと玄関のスロープ

化などを行います。玄関につきましては、あ

とバリアフリー化も行う予定でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利正文さ
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ん。 

○５番（田利正文君） ちょっとお聞きした

かったのは、数年前なのですけれども、まだ

下水がついてなかったときだと思うのですけ

れども、流し、冬の間ずっと不凍液流して

やっていたのですね。それが今回改修される

のであれば、それも全部下水とつながってい

て、新しいものに変わるのかなと、そこが

ちょっと知りたかったのですけれども。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 冬季間に流しが

凍るとおっしゃっているのかなと思いますけ

れども、そちらについてもそちらの水の凍結

と流れの改善というのですか、そういうこと

については今回改修で対応させていただく予

定となっております。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利正文さ

ん。 

○５番（田利正文君） 下水ともつながって

いるということでいいのですか、流しの部分

が。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） はい、接続され

ております。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利正文さ

ん。 

○５番（田利正文君） 同じページで、旭町

母と子の家の設計業務７６８万９,０００円あ

りますけれども、現行と比べてどんなふうに

しようと思っているのか、概略をちょっと教

えてもらえますでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 今建っている建

物は築年数もたっておりますことから解体を

しまして、同じ場所に、今の建築面積は２６

０平方メートルくらいなのですけれども、今

度１９０平方メートルくらいの建物を建てる

予定をしております。 

 今まで旭町の自治会の役員さんの方と３回

程度話合いを重ねてきておりまして、老人ク

ラブのほうの御意見もまとめていただいてい

るのかなと思っております。 

 今あるお部屋の数は減るのですけれども、

自治会の方と話し合って、このような部屋の

数がいいとか、こういう配置がいいとか、そ

ういう御希望を伺いながら最終的に今後設計

に入って、建設に向かっていくという予定で

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利正文さ

ん。 

○５番（田利正文君） できればもうちょっ

と現段階で分かっているところを教えてほし

かったのですけれども。例えば、玄関入った

ら大広間、同じ大きさのが二つあるのです

ね。一つでいいのでないかと思っているので

すけれども、それ一つにするというふうに

なったのかどうかという問題。それからもっ

と言えば、その広間がちょっと狭すぎるので

すね。だからもう一回り大きくて、天井もう

少し高いと。南区コミセンみたいな感じに

なっていれば使いやすいのかなという思いが

あったのですけれども、その辺がどうなって

いるのかがあるのですね。それからもう一つ

は、玄関入ったらすぐ右側に小さい部屋があ

るのですよ、物置になっていて何も使われて

ないのですけれども。多分全部新築すると、

テーブルなど替えますよね。だからテーブル

などを入れる場所にするのかだとか、それか

ら今カラオケの機器がどっとあるのです。そ

れも大広間使うときはすごい不便なのです

ね。それをカラオケの器械をそこに入れるよ

うにするというふうに設計がされているのか

どうかということもちょっと知りたかったの

ですね。 

 もう一つ言えば、和室がありますね。和室

もなくていいのではないかと。小会議室に変

えるとかということもあるのかどうか。それ

から、外に大きな松があるのですけれども、

松ぼっくりが落ちてきて、あそこ大変だとい

う意見がありまして、あれをどうするのか。

私自身はなるべく木は切らないほうがいいと

思っているのですけれども、どこに玄関持っ

ていくかということで、それも決まってくる
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のではないかと思うのですね。その辺の大

ざっぱなところがあれば助かるなと思うので

すけれども。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 今の施設です

と、大きなお部屋が右と左にあって、とても

ちょっと大きな施設になるのかなと、面積的

には大きな施設なのかなと思ってますけれど

も、今自治会さんのほうと話し合っているの

は、例えば今のまず広間を初めこのような集

会室を二つつくりたいとか、小さな部屋を一

つつくりたいとかというのを御提案はさせて

いただいたところ、一つのほうがいいのでは

ないかとか、そういうようなお話もいただき

まして、通常ですと、例えば南区コミセンで

すと、大きなお部屋のほかにちょっと小さな

受付のようなお部屋があるとか、そういうの

を一つにして、例えば途中で壁でアコーディ

オンカーテンみたいので仕切れるとか、そう

いうような提案を自治会さんのほうから頂い

ておりますので、さっきおっしゃったよう

な、例えば物を収納するようなクローゼット

ですとか、そういうものについても、また設

計に当たって、確認をしながら、自治会さん

のほうに示しながら、必要なものが中で対応

できるものであれば、使い勝手のいいように

対応できればなというふうに思っておりま

す。 

 あと、おっしゃっていた外の樹木の関係な

のですけれども、大分古くなっているという

ことで、自治会のほうでももう整理をしたほ

うがいいのではないかというような御意見も

ございます。ただ、どのような樹木なのかと

いうのを今調査をして、今後安全面を考え

て、どうするのかというのをまた考えていき

たいなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利正文さ

ん。 

○５番（田利正文君） もう１点だけ。大広

間の広さと高さ、ちょっと言ってくれません

でしたよね。それと、床は全部オールフラッ

トになっているのでしょうか、計画として

は。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） ただいまおっ

しゃった大広間の面積なのですけれども、今

ちょっと、ごめんなさい、分からないのです

けれども、高さについても今後設計の中でど

のような高さになっていくかというのが決

まっていくと思いますので、現在ちょっと申

し上げられません。すみません。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ６４ページをお

願いします。 

 ９目車両管理費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） １０目公平委員

会費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１１

目特別職報酬等審議会費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） １２目功労者表

彰費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） １３目自治振興

費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） １４目企画振興

費、質疑ありませんか。 

 ６番髙橋健一さん。 

○６番（髙橋健一君） ６９ページ、ふるさ

と納税の謝礼についてお伺いします。 

 ２,４００万円と計上されていますけれど

も、これは収入は８,０００万円を予定して、

それの３割ということで計上されているので

すか。お聞きします。単純なのですが。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） おっしゃるとお
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りでございます。 

○委員長（多治見亮一君） ６番髙橋健一さ

ん。 

○６番（髙橋健一君） ふるさと納税に関連

して、ということは８,０００万円は確実に担

保できるという数字なのでしょうか。ふるさ

と納税の今年の見通しについてお尋ねしま

す。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） ふるさと納税の

令和５年度の予定ですけれども、３月の中旬

までの集計で７,７４０万円の収入となってお

りまして、今年度のふるさと納税の予算額も

８,０００万円の収入を見込んでおりますの

で、おおむね近い数字まで寄附いただけてい

るのかなというふうに考えております。 

○委員長（多治見亮一君） ６番髙橋健一さ

ん。 

○６番（髙橋健一君） ぜひ、８,０００万円

とけちなこと言わないで、もっとたくさん集

めるようにしてください。よろしくお願いし

ます。 

 終わります。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

 ９番川上修一さん。 

○９番（川上修一君） 今の髙橋議員の関連

で、同じくふるさと納税の関係でお尋ねをし

ます。 

 私が心配になっているのは、チーズ工場、

農協から受け継いだ関係なのですけれども、

昨年は製造ができないということで、ふるさ

と納税、おととしか、令和４年か、ちょっと

落ちたと思うのです。それで、令和５年度ど

うなのでしょうか。ふるさと納税の毎年お聞

きしているのですけれども、人気のあったベ

スト３をまずお聞きして、あわせて、チーズ

工場のふるさと納税が以前に近く回復してい

るのかどうか、その点をお尋ねします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 返礼品の人気商

品ということでございますけれども、チーズ

製品がまず上位を占めております。品名で言

いますと、チーズの詰め合わせとか、そうい

うものが１位から……、それでは、件数の多

いほうからいきますと、合同会社あしょろ

チーズ工房さん、それとしあわせチーズ工房

さんのチーズの出荷が多くなっております。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一さ

ん。 

○９番（川上修一君） 合同会社のほうは、

さっきもお聞きしたのですけれども、以前に

戻りつつあるという認識でよろしいですか。

どうでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 令和４年度は農

協さんが閉めたということもございまして、

令和３年度の農協さんの出荷の件数ですね、

件数と比較したところ、大体７割程度まで回

復しているのかなというふうに押さえており

ます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一さ

ん。 

○９番（川上修一君） 分かりました。人気

ナンバーワンですから、これからも増えて

いってほしいなという思いはしております。 

 それで、また同じくふるさと納税の関係な

のですけれども、説明資料１０ページでお尋

ねします。 

 役務費ということで９３６万１,０００円予

定しておりますけれども、サイトがいっぱい

楽天ですとかありますよね。それで、以前は

そのサイト数を増やすことによってふるさと

納税の応募件数を増やしたいという説明だっ

たのですけれども、雑駁にお聞きして、これ

だけのサイト数、例えば８,０００万円しかい

かない中で、これだけ果たして要るのかどう

なのかという点をお尋ねします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 令和５年度にな

りまして、そのサイトの数を四つから５サイ

ト増やして、全部で９に今現在しておりま

す。そんなに要るのかということなのですけ

れども、実際、今までお願いしていた四つに
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比べまして、追加した５社というのは今のと

ころ寄附を受入れしたサイトを経由した数と

いうのは、新しいところでは大体１６％ぐら

い、今現在の全体の１６％ぐらいが新しくお

願いしているサイトを経由しての収入となっ

ております。 

 確かに細かく入ってくるのはどうなのかな

という疑問はあるかなとは思うのですけれど

も、やっぱりいろいろな方の目について、ま

たサイトによっては例えばポイントを使って

ですとか、ポイントがつくからそちらから申

込みをいただけるとか、そういうような有利

な部分を皆さん使って寄附をされてくるのか

なと思うので、いろいろなサイトを使って、

足寄町のふるさと納税というか返礼品をＰＲ

をしながら、いろいろなところに少しでもつ

ながればというふうに考えているところでご

ざいます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一さ

ん。 

○９番（川上修一君） 分かりました。その

関係は理解をいたしました。 

 それで、実は事業者何件かに聞いてみたの

ですけれども、例えば、これは言わないほう

がいいのかな、具体名は。ふるさと納税の納

めてくれる事業者に何が一番大変ですかと聞

いたときに、やっぱり商品の包装とか発送、

そういった部分が人手の部分で厳しいのです

よねという意見をお聞きしております。た

だ、発送業務を、これ私は町内の業者に委託

することはできないのかなというふうに思う

のですけれども、ただそうするとまた経費が

発生するわけですから、事業者さんの手取り

が少なくなるのかなという気もするのですけ

れども、要望としては例えば合同チーズ会社

あたりは１２月に製品を作るだけでもなかな

か忙しいと。人手がいない中でふるさと納税

の発送業務、以前は農協のＡコープがやった

のですけれども、実は農協が閉めたというこ

とで、全部自分でやらなければならないと、

そういった部分対応していただけないかなと

いうような話も聞いているので、今後そう

いったところを事業者さんとよく話し合っ

て、お金のことも関係してきますので、多少

自分の収入が減ってもいいから、やっぱり人

手不足の解消を考えていくのがいいのか、そ

ういったことを含めて検討を担当の方として

いただけたらなと思っているのですけれど

も、その点はいかがでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 繁忙期の包装で

すとか、発送ですとか、そういうのが大変だ

というようなお話なのですけれども、今現在

は細かいことを申し上げますと、今サポート

業務を委託している会社のほうから、寄附の

申込みがあったら住所とか名前とかを書いた

シールみたいのをうちの返礼品の登録事業者

さんのほうにお送りして、少しでも手間がか

からないようにというようなサポートはさせ

ていただいているところではあるのですけれ

ども、今川上議員がおっしゃられたような声

というのは直接こちらのほうには、そのよう

なお話は聞いておりませんので、今のところ

対応は考えてはいないところです。 

 また、注文を受けてからつくって梱包して

送る、そこまでが登録事業者さんの事業者と

しての仕事なのかなというふうには捉えてお

りますので、繁忙期にどなたかパートさんを

雇うとか、もしやってくれるようなところが

あれば、そこはほかの会社とタイアップして

やるとか、そういうことは非常に努力してい

ただければいいなというふうには思っており

ます。 

 ただ、先ほどおっしゃられたように、発送

業務を外部に委託するとなると経費もかかり

ますので、自分のところの手取りが減るの

か、それともその経費を上乗せするとした

ら、ふるさと納税の寄附額を増やさないとそ

の経費が出ませんので、ふるさと納税の寄附

額を増やすと今度は注文の量が減るとか、そ

ういうこともありますので、なかなか難しい

問題かなというふうには考えます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一さ

ん。 
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○９番（川上修一君） いろいろな側面があ

るというのは理解できるのですけれども、実

は話聞いている中で、非常に役場の担当の方

は親切に対応してくれるということをお聞き

しております。それで、検討ということです

ので、先ほど髙橋健一議員がおっしゃられた

ように８,０００万円だけではなくてもっと

もっと上を目指してほしいと。それで発注量

が増えれば、申込みの件数が増えれば、さっ

き言ったような業務も増えるわけで、ケー

ス・バイ・ケースで、事業者と担当者とそう

いったことも含めて検討していっていただき

たいなと思います。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

 １２番二川 靖さん。 

○１２番（二川 靖君） 今の関連なのです

けれども、ベスト３まで商品出ました。予算

説明資料の１３ページの中で、いわゆるふる

さと納税返礼品の開発等に取り組む事業者に

対しての経費の一部を支援するということ

で、補助の上限が５０万円の２事業者という

ことになってまして、ベスト３はベスト３

で、川上議員のお答えでいいのですけれど

も、どんなものを例えば開発をする業者がい

るのか。そういったものの視野が入っている

のか、ちょっと考えていることがあればお聞

かせ願いたいなと思います。 

○委員長（多治見亮一君） すみません、最

後が聞き取りづらかったので、もう一度お願

いします。 

○１２番（二川 靖君） 例えばどういった

開発事業を予定されている方がいるのか。そ

れとも、開発に関わって、本当にそこでいろ

いろふるさと創生、地方創生の推進によって

定住もあるということも書かれているし、地

域資源を生かしたということで、どのような

ことを考えておられるのか、ちょっとお聞か

せ願いたいなと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） ふるさと納税の

返礼品開発支援の関係なのですけれども、ま

ず令和５年度におきましては、北十勝ファー

ムさんの牛肉の短角牛のお肉の開発という

か、送る商品の開発をされたのと、それと、

石田めん羊牧場さんで羊の内蔵のお肉を使っ

たお料理を開発してレトルト化したという、

２件についての支援をさせていただいており

まして、こちらもふるさと納税の返礼品のほ

うに今登録をして、返礼品として注文は頂い

ているところでございます。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖

さん。 

○１２番（二川 靖君） 今の令和５年度で

すか、短角牛と羊の料理ということでなって

いるということで、今年度については、そう

いったことで申込みされるような方が現れる

のか現れないのか、ちょっと心配なところが

あってお聞きしたのですけれども、そういっ

た動きというのはあるのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 新年度に向けま

しては、まだそのような具体的な話はお伺い

してませんけれども、令和４年度、令和５年

度と２件ずつコンスタントに継続して御利用

いただいておりますので、今後もぜひ御利用

いただいて、開発につながればいいなという

ふうに思っております。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖

さん。 

○１２番（二川 靖君） 今総務課長が言っ

たように、私もそういうふうに願っておりま

すので、ぜひどなたか応募いただいて、ふる

さと返礼品の品数を増やして、先ほど髙橋健

一議員も言ってましたし、川上議員も言って

ましたように、８,０００万円でなくて億を超

えるようなふるさと納税になればいいなとい

うふうに思ってますので、再度努力をいただ

きたいなというふうに思っています。 

 それともう一つなのですけれども、予算説

明資料の１６ページで、６９ページの中で、

地域活性化推進事業の集落支援員というの

は、新たに出てきたのかなというふうに思っ
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てますけれども、この支援員については具体

的にどのようなことをなされるのか、お聞き

したいなというふうに思っています。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 集落支援員なの

ですけれども、こちらのほうは今年度初め

て、令和６年度初めて予算を上げさせていた

だいております。 

 地域の実情に詳しくて、各集落の対策につ

いていろいろなノウハウを持った方に、町の

ほうから委嘱をしまして、町と連携をして各

集落に伺ってコミュニケーションを図って、

集落の課題や状況の把握をして、集落でのイ

ベント開催等をやるとか、町内のイベントの

支援ですとか、そういう足寄町の中の困り事

みたいなものに対して目配りをして、いろい

ろなそういうまちづくりを推進するための事

業というか、業務をやっていただくというこ

とで予定をしております。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖

さん。 

○１２番（二川 靖君） ちょっと今の説明

だけでは何か具体的にどうなのかなというの

は、ちょっとイメージとして分からないとこ

ろがあるのですけれども、いずれにしてもこ

ういった集落という単位で考えれば、多分一

人のお年寄りだとかいろいろな方もいるのか

なというふうに思ってます。そういったイベ

ントだとか、そういったものに対してはいい

のですけれども、そういった支援員を配置す

ることで、多分お一人で住まわれているお年

寄りだとか何とかも含めて目配りをするとい

うことでいいのでしょうかね。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 高齢者でお一人

で各地域にお住まいの方とかもいらっしゃい

ますが、そちらのほうは福祉のほうの担当

で、民生委員さんなどと協力しながら行って

いくのかなと思いますけれども、このたびの

集落支援員につきましては、各自治会の課題

の把握とか自治会行事とかの支援とかそうい

うことは行いますけれども、一人一人の目配

りというよりはもう少し大きな単位での目配

りをして、町のまちおこしにつなげていきた

いということで予定をしております。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖

さん。 

○１２番（二川 靖君） 何となく分かりま

した。 

 福祉課のほうということもありますし、そ

れは今のところスタートで難しいのかなとい

うふうに思ってますけれども、それをどうに

か拡大できないのかなという思いもあって聞

いたのですけれども。それで、この目配りで

きる、目配りではないですね、実情に詳しい

方ということで、今回１人雇用するというこ

とで、この方目星ついていらっしゃいます

か。すみません。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） ただいま支援員

として予定している方につきましては、足寄

町出身で現在地域おこし協力隊として活動し

ていただいている方を予定しております。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖

さん。 

○１２番（二川 靖君） 分かりました。そ

うしたら、そこら辺はそういったところでは

もう人が配置できるということで、ある程度

決まっていらっしゃるということなので、頑

張っていただきたいということを申し上げ

て、この点については、ちょっとまだ拡大す

る余地があるのかなというふうに思ってます

ので、来年度に向けてどういったことが検討

できるのかということも福祉課等とでも話を

しながら、できれば一番いいのかなと、それ

はできるできない別にして、ちょっと検討す

る余地があるのかなということでお話をして

おきたいなというふうに思ってます。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

 １０番進藤晴子さん。 

○１０番（進藤晴子君） すみません、今の

二川議員の関連で、私はちょっと理解が全然
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できないのですけれども、まずこの事業自

体、地域の集落支援員、これは他町やほかの

地域でもやっているものなのかどうか。これ

を持って上がってきた経緯ですね、それをお

聞かせ願えますか。 

○委員長（多治見亮一君） 副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） お答えさせていた

だきます。 

 集落支援員は、地域おこし協力隊というの

は外部からある地域に来てそこを活性化につ

なげると。この集落支援員は、先ほども若干

説明しましたけれども、その地域を知ってい

る、実情が分かっている方が、それぞれの集

落なり地域の課題を見つけて、それをどのよ

うに活性化につなげるかというところで、あ

る程度経験を積んだ方にお願いをするという

ことで、これは総務省のほうで地域おこし協

力隊と同じで特別交付税でいわゆる１００％

措置されるものでございます。措置としまし

ては、専任で特別交付税で言えば年間費４８

５万円で、地域おこしよりも若干高く、それ

はやはり経験なりノウハウがあると。 

 今足寄町がなぜこの集落支援員の制度で進

めるかといいますと、これまで地域おこし協

力隊で今２年半経験していただいた足寄町出

身の方、多分お名前を言ったら分かるかと思

うのですけれども、その方がまだまだこの地

域で昔の歴史を掘り起こして、寂れた地域も

何とか元気づけるようなお手伝いができない

かということで、私どもの気持ちと今地域お

こしでやっていただいている方の、また地域

を復活させたいという思いが合致しまして、

例えば例としまして、昨年の１０月愛冠でそ

の方が中心となってイベントをやっていただ

いて、そういうような活動もあって、そうい

うのがどんどんどんどん輪が広がればいいな

と。地域の高齢者の方の、例えばで言ったら

その地域の歴史もひもといて、その方は今観

光協会でサイトで立ち上げて、足寄物語とい

うことで、その地域地域、歴史を踏まえた文

章起こしをしていただいていますので、そう

いうこともやっていただければというところ

で。 

 それで、先ほど地域の目配せというのは、

活性化が集落の維持という部分で、人を誰々

をサポートするとか、福祉的な部分でサポー

トするというものではございませんで、地域

の元気をつくると。高齢者の方も外に出て、

活性化につなげるような仕組みということ

で、この集落支援員、全国的に特別交付税で

措置しますので、かなりの自治体でやってま

して、十勝で言っても清水町さんですとか、

十勝だったら二つぐらいですかね。道内でも

結構ありまして、それぞれそれぞれの地域で

やり方なり目的もいろいろばらばらでござい

ますけれども、足寄町も彼の思いとうちらの

思いをいろいろ合わせて、まず１年やってみ

て、次につなげていきたいというところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） すみません、勉強

不足で。 

 大変よいシステムであり、足寄町のために

なる事業だなというふうに思いました。 

 ぜひ、１年間やってみて、１年で何ができ

るというわけではないと思いますけれども、

事業報告等町民に発信していっていただけれ

ばなと思います。ありがとうございます。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

 ９番川上修一さん。 

○９番（川上修一君） すみません、予算の

資料、厚いほうですね。６７ページまで戻っ

てください。 

 それで、右側に説明資料があるのですけれ

ども、その中に移住体験住宅管理経費１４３

万９,０００円とあるのですけれども、これは

節の中ではこの１４３万９,０００円というの

はどこに入っているのか分からなかったし、

それが１点。 

 もう一つは、実際にこれ管理している人と

いうのは誰がやっているのかということも、
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２点お伺いします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） どちらの科目に

この経費が載っているかということでござい

ますけれども、まず需用費ですが、６９ペー

ジの真ん中ぐらいですかね、需用費ございま

すが、こちらのほうの消耗品と燃料費と光熱

水費と施設修繕料などにまず経費を計上して

いるのと、役務費の手数料にクリーニング代

を計上しております。また、６９ページの下

のほうになりますけれども、テレビの受信料

が住宅で使うテレビ用ということで、こちら

に経費を計上しております。 

 なお、こちらの管理につきましては、び

びっどコラボレーションさんのほうに管理委

託をしておりまして、説明ですとか、鍵の管

理ですとか、そういうことをお願いしており

ます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一さ

ん。 

○９番（川上修一君） １４３万９,０００円

がばらけていろいろな、さっき説明あったと

ころに入っているということですね。 

 それと、管理はびびっどさんでやっている

のですけれども、管理ということは掃除もび

びっどでやっているというふうに受け止めて

いいですか。 

 それともう１点、この移住体験住宅が令和

５年では何回、何人ではなくて、何回利用さ

れたか、分かればお伺いします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） まず清掃の関係

ですけれども、清掃につきましてもびびっど

さんのほうにお願いをしております。 

 令和５年度の利用状況なのですけれども、

何組ということですかね。もしかしたら、

ちょっと重複をしているかもしれないのです

けれども、令和５年度につきましては、現在

のところ２０回、２０件ですね、失礼しまし

た。２０件の利用が予定をしているところで

ございます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一さ

ん。 

○９番（川上修一君） 分かりました。２０

件ということですね。 

 それで、移住体験住宅管理のほうはこれで

結構なのですけれども、予算説明資料の１４

ページ、移住の関係でまた質問をさせていた

だきます。 

 予算説明資料の１４ページです。 

 ここにとかち東北部移住サポートセンター

負担金、毎年このぐらいの額が計上されてい

るのですけれども、昨年の実績はどのぐらい

あったのかなというのがまず一つお伺いをい

たします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 令和５年度の実

績ということでよろしいでしょうか。令和５

年度なのですけれども、担当者会議をまず２

回ほど実施しております。そのほかに移住

フェアに対しまして、各町村が職員を派遣す

るときの旅費をサポートセンターのほうから

支出をしていただいております。それと、移

住フェアの中の一つの回は三町で一つのブー

スを設定して、その出展料をこの会のほうか

ら支出をしております。 

 また、令和５年度は実施をしなかったので

すけれども、移住体験モニタープログラムと

かそういうことも三町で行っておりますが、

なかなかコロナで実施ができてない部分もご

ざいます。 

 そのほか、住宅とか仕事の情報提供もして

おりまして、ホームページのほうにアパート

の情報ですとか、あと求人の情報を掲載して

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一さ

ん。 

○９番（川上修一君） 分かりました。自分

勘違いというか、認識が不足していたという

か、この移住サポートセンター、前に伺った

ときに、住宅の登録をしていて、三町で、そ

れだけだと思っていたものですから、住宅を

三町でやっていて、でも移住を各市町村でし
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たいわけだから、果たして三町でやってうま

くいくのかなという思いがひとつあったの

と、それしかしてないと思っていたものです

から、説明いただく前は、ここにいる意味あ

るのかと思ったのですね。でも今説明いただ

いて、移住フェアも三町で一つのブースで

やっているとか、移住フェアの旅費も出てい

るということで、これはやっぱり抜けたら駄

目ですね。そういうの聞くとね。 

 それで、関連でお聞きしたいのは、移住

フェアはうちの役場の人も参加されているの

でしょうか。何か時間かかりそうかな。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 移住フェアのほ

うにつきましては、町の職員が毎回出張して

対応しております。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一さ

ん。 

○９番（川上修一君） それなら結構です。 

 実は、この移住の関係は主にびびっどさん

が中心でされているので、もうちょっと役場

の人も移住に積極的に関わってくれたらいい

のでないかという思いがあって言ったのです

けれども、私の認識が足りませんでした。よ

く理解しました。 

 質問終わります。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

 １番早瀬川 恵さん。 

○１番（早瀬川 恵君） 同じく６９ページ

なのですけれども、生活交通路線確保運行業

務とありまして、１３万９,０００円というこ

とで高額ではないのですけれども、参考まで

に現在の利用状況を教えていただければと思

います。 

 また、年間どのくらいの人数の方が利用さ

れているのか教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 生活交通路線確

保運行業務ということで、予算説明資料の８

ページのほうに少し説明を記載しております

けれども、こちらは足寄市街地と芽登・上士

幌間のバスがなくなったことによりまして、

今タクシーによる代替交通を行っているとこ

ろでございます。 

 利用につきましては、芽登本町から足寄駅

の間を使われる方が多くて、令和５年度につ

きましては、１５回の利用がございました。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

さん。 

○１番（早瀬川 恵君） どういう年代の方

が御利用されているか分かりましたら教えて

ください。 

 あと、用務のほう、どういう理由で何のた

めに使われているのか、分かりましたら教え

てください。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 通常でございま

すと、患者輸送バスも走っていることですか

ら、それを御利用になる場合もあるのかなと

いうふうに思いますけれども、今回のこれを

御利用いただいている方は、車を持っていな

い高齢の方というふうに押さえております。

なお、目的につきましては、通院とか買物と

か、その他例えば家族の方が入院されている

ので面倒を見るといいますか、そういう面会

とか、例えば洗濯とか、そういうようなこと

でも御利用いただいているというふうに押さ

えております。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

さん。 

○１番（早瀬川 恵君） ありがとうござい

ます。 

 同じく６９ページなのですけれども、市街

地コミュニティバス運行管理業務というとこ

ろなのですが、こちらあしバスの運行を外部

委託する費用について、予算説明書１２ペー

ジになるのですけれども、令和５年度と比べ

て委託料が下がっているようなのですけれど

も、下がっているというのは何か理由がある

のでしょうか。教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 曜日の設定で土
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日休みとか、休みの日があるのですけれど

も、その休みの日の回数と、あと車両の車検

があるとかないとか、そういう関係で下がっ

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

さん。 

○１番（早瀬川 恵君） 分かりました。 

 今燃料費が上がっていたり、人件費のコス

トが上昇しているので、委託料が下がってい

るというのは何でなのだろうなというふうに

疑問を持ってお聞きしました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

 １０番進藤晴子さん。 

○１０番（進藤晴子君） 関連質問で、今の

早瀬川さんのことで関連質問させていただき

ます。 

 予算説明資料１２ページです。 

 報償費のところの説明文の中に、令和６年

度は３回の開催を想定、報償費ですね。地域

公共交通活性化協議会委員報奨金、私の認識

では年に１回会議を開いているというような

お話を受けていたのですが、もしかしたら違

う会議かもしれませんけれども、そこであし

バスの止まるところ、駅であるとか、そうい

うところを検討していただけるというふうに

思っていたのですけれども、それはいかがで

しょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 年に１回開催し

ているかどうか、ちょっと分かりません、す

みません、押さえておりませんけれども、令

和５年度でいきますと、計画を策定するとい

うことで、もう少し回数多く開催しておりま

して、令和６年度につきましては、その計画

を今立てておりますけれども、その計画に基

づいて今後、例えばあしバスの路線をどうす

るとか、そういうような検討もするというこ

ともございまして、３回の開催を今のところ

想定してございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。そ

の都度回数は変わるということですね。分か

りました。 

 町民の意見を反映させるという意味で、い

ろいろな御意見がここをこうしたらいいと

か、いろいろな意見が多分総務課のほうに上

がってくるかと思います。それをそこに持っ

ていって、話し合って決めるということで、

なかなか変更するのが大変だというようなお

話を聞いておりました。ただ、町なかのこと

だけで言いますと、一つのお店屋さんが閉業

するとか、いろいろそういうものがありまし

て、例えば薬局も閉鎖するとかそういう細か

いところでそれを利用されている方が使い勝

手がしづらい、そのなくなった薬局さんに

行ってた人がほかの薬局に行く、そこのお店

を使っていた人がほかのお店に行く、いろい

ろな意味でちょっと少しずつ変わってくるこ

とだと思うのですよね。なので、できれば、

いや、ちょっとあそこにも止まってほしいと

かという話がいろいろ聞きますので、それを

もう少しリアルタイムで変更されて、リアル

タイムで変更するというのは難しいかもしれ

ませんが、もう少し細かく変更をしていただ

きたいなというような町民の声がございま

す。これに対してはいかがでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 今おっしゃられ

たように、いろいろなお店がなくなったりと

かできたりとか、そういうことで利用者さん

の目的地が変わるということは確かにござい

まして、最近もそのような連絡もいただいて

おります。そのような連絡が来て、確かにそ

こをすぐ改正できればいいかなとは思うので

すけれども、改正といいますか、変更の申請

ができる時期というのが秋ぐらいということ

で、時期が決まっておりまして、なかなか希

望をいただいたときにすぐできるかどうかと

いうのはちょっと難しいかなと思います。ま

た、運行経路とか運行距離というのが運輸局
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のほうで申請をして審査をしていただいて、

許可をいただくという形になっておりますの

で、なかなか簡単にすぐショートカットがで

きるとか、そういうような対応も難しいかな

とは思いますが、できる限り利用者さんの流

れに沿った、多くの方が使い勝手がいい形に

できればなというふうには考えております。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 運輸局が関わっているのでなかなか変更で

きないというお話は聞いておりました。秋口

というのは、申請できる秋口というのは、日

にちとか決まっていらっしゃるのですか、９

月とか１０月とか。 

○委員長（多治見亮一君） 町長。 

○町長（渡辺俊一君） 私も担当していたと

きから大分経過がたっているので、多少違う

かもしれませんけれども、バスの補助金の申

請の時期というのがありまして、それがバス

の年度というのは４月から始まるのではなく

て、１０月から始まるのですね。１０月から

始まって次の年の９月までという、それが１

年間なのですね。補助の申請をするときに、

その路線の距離ですとか、路線バスと同じよ

うな形で申請を、僕がやったのだから大分前

なのですけれども、そういう形でやってまし

て、そのときに路線を多少変えて、例えば停

留所の位置を変えたりだとか、そうすると距

離も少し変わったりだとかしますよというこ

とで、それで申請を出すという形で１年間の

補助金を頂くというような形になっていまし

た。 

 そんなことで、変えられる時期というのが

やっぱりその補助金を申請する時期でという

ような形になってまして、路線をまた変える

というのもそのときに合わせてやってきたと

いうようなことで、年に１回、秋口９月ぐら

いまでに一定程度整理をして１０月の申請に

合わせるみたいな形でやってきたということ

になっておりましたので、今も多分その制度

がきっと変わってはいないのかなというよう

に思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） よく分かりまし

た。 

 では、それぞれ総務課のほうに連絡が来た

り、私たち議員のほうから持っていったり、

いろいろな話が来ると思いますので、総括し

てそこでよく検討されて、申請のほうにつな

げていただければと思います。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

 ５番田利正文さん。 

○５番（田利正文君） ６９ページの１番議

員が質問したことに関わるのですけれども、

生活交通路線確保運行業務の１３万９,０００

円のことですけれども、１５回利用されてい

るというのは分かりましたけれども、芽登か

ら上士幌、それから足寄から上士幌、芽登か

ら足寄というふうに区分けすると、回数は分

かるのでしょうか。どこが一番多いのかとい

うか。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 令和５年度につ

きましては、芽登から足寄駅の利用しかござ

いませんでした。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利正文さ

ん。 

○５番（田利正文君） 茂喜登牛、喜登牛の

方で車の持ってない方で、芽登の郵便局ぐら

いのところまで出るのですよね、恐らくね。

そこから足寄駅まで来ると。それを自宅から

来るということは可能なのか、それは不可能

なのかということを聞かれたのですけれど

も。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 御自宅からタク

シーに乗れれば非常に便利かなと思いますけ

れども、もともとこの制度がもとの拓殖バス

が廃止になったということの代替の措置とい
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うことですので、元の路線のところからでし

か御利用いただけないという制度になってご

ざいます。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利正文さ

ん。 

○５番（田利正文君） それはよく分かるの

ですけれども、例えばタクシーが行くわけで

すよね。そのときに、町の対応として、高齢

者で車ない方がそれを求めているわけですか

ら、芽登の郵便局のところを自宅まで延長し

て、その分はもちろんそれは個人が払うので

しょうけれども、そういうふうな運行するこ

とが創造的にできないのかと。絶対不可能な

のかということなのですけれども。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 町として対応で

きるのは、路線から足寄までとか、路線の経

路でしか対応できませんけれども、そこから

先をまた御利用いただきたいというのであれ

ば、タクシー会社さんとお話をしていただい

て、そちらの料金は御自分で持っていただい

て、ということであれば御利用いただけるの

ではないかなというふうに考えます。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 ほかにありませんか。 

 １０番進藤晴子さん。 

○１０番（進藤晴子君） すみません、

ちょっと戻っていただきまして、予算説明資

料の１０枚目ですね。先ほどあったふるさと

納税のことで、関連してもう一つだけちょっ

と質問させてください。 

 委託料で４８３万２,０００円、先ほど宛名

書きのサポート等もされているというような

お話が説明ありました。この外部委託してい

る委託業者というのは、どちらの業者になり

ますか。町内業者ですか。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） こちらのふるさ

と納税サポート業務を委託しているのは東京

のレッドホースコーポレーションという会社

となっております。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） ずっと毎年こちら

の会社を使われているのかなというふうに思

いますが、できれば町内業者でこういうこと

ができる人というのがもしいらっしゃれば、

町内業者に持ってきていただきたいなという

のが町民の思いなのですが、いかがでしょう

か。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） もし町内にそう

いうノウハウがある業者があれば、今後例え

ばプロポーザルとかそういうことで採用とい

うこともあるかと思いますけれども、ふるさ

と納税の業務をやるような仕組みを全て対応

できるようなノウハウといいますか、そうい

うのをお持ちになるというのは非常に難しい

のかなというふうに考えております。なの

で、やっぱりある程度実績のある会社さんに

今のところお願いするという形になってしま

うのかなというふうに考えてます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 ぜひそういう方たちが足寄に移住してきて

いただければなと願うところであります。あ

りがとうございます。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１１

時半まで休憩といたします。 

午前１１時１６分 休憩 

午前１１時３０分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、会

議を再開します。 

 ７２ページを御覧ください。 

 １５目行政情報管理費、質疑ありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） １６目職員住宅

費、質疑ありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） １７目あしょろ

銀河ホール２１管理費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） １８目新エネル

ギー対策費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） １９目国民保護

対策費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２０目銀河線跡

地整備費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２１目情報化推

進費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、８２

ページ、第２項徴税費の１目税務総務費、質

疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２目賦課徴収

費。 

 ９番川上修一さん。 

○９番（川上修一君） ８５ページになりま

す。 

 １１節の役務費３００万９,０００円で、手

数料なのですけれども、まずこの手数料どこ

に払っているのかが１点です。 

 そしてもう１点、令和５年はこの手数料が

７００万円だったのですけれども、４００万

円も減った理由というのはなぜかというのを

二つお伺いをします。 

○委員長（多治見亮一君） 金澤住民課長。 

○住民課長（金澤眞澄君） １１番役務費で

すね。この手数料は固定資産税の評価のため

に時点修正を行う……、申し訳ありません。

窓口の支払手数料や振込手数料に支払う、各

銀行さんに支払う手数料になります。 

 それと委託費ですね。それの減額について

なのですけれども、昨年は３年ごとに実施し

ています路線価の修正業務を実施していたの

ですが、今年度については実施がございませ

んので、その相当額の減額になります。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、３目

固定資産評価審査委員会費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、８４ペー

ジ、お願いします。 

 第３項１目戸籍住民基本台帳費、質疑はあ

りませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ８６ページ、お

願いします。 

 第４項選挙費の１目選挙管理委員会費、質

疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、８８

ページ、お願いします。 

 第５項統計調査費の１目統計調査総務費、

質疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２目商工統計調

査費、質疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ３目農林統計調

査費、質疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、第６

項１目監査委員費、質疑ありませんか。よろ

しいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、９０

ページ、行きます。 

 第３款民生費に入ります。 

 第１項社会福祉費の１目社会福祉総務費、

質疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、９４

ページに行きます。 

 ２目福祉医療費、質疑ありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、３目

国民年金費、質疑ありませんか。よろしいで

すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ４目国民健康保

険助成費、質疑ありませんか。よろしいです

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、５目

後期高齢者医療費、質疑ありませんか。よろ

しいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、９６

ページに行きます。 

 第２項老人福祉費の１目老人福祉総務費、

質疑ありませんか。 

 １番早瀬川 恵さん。 

○１番（早瀬川 恵君） ９７ページの緊急

通報装置運営費というところなのですけれど

も、委託料が３８４万８,０００円ということ

で、こういう装置を貸与しているということ

は、とてもすばらしいというふうに思ったの

ですけれども、これはレンタルということ

で、いつ頃設置したものなのでしょうか。教

えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えさせてい

ただきます。 

 緊急通報装置につきましては、必要な方が

申請をされたときに設置決定をさせていただ

くということで、今設置している台数が今現

在７９台あるのですけれども、その７９台が

いつ設置したかというのは、その年度年度で

申請の段階で変わりますので、ちょっと個別

にいつの年度というふうに設置がしていると

いうことはお答えできないということであり

ますので、御了承いただければと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

さん。 

○１番（早瀬川 恵君） 現在使っているの

が、ボタンを押せば自動的に通報できるとい

うシステムなのですけれども、緊急な病気の

ときにはボタンがあるところまで行けないの

ではないのかなというふうに思ったのですよ

ね。この辺についてお聞かせください。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたしま

す。 

 緊急通報装置につきましては、今現在採用

しているシステムにつきましては固定電話に

設置をするという形になっております。なの

で、そこの装置についてはボタンを押すとい

う形になっておりますが、それ以外にも必要

に応じてペンダントタイプのボタンも用意す

ることができまして、それで手元においてい

ただいて、そのペンダントタイプのボタンで

通報するということも可能となっておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

さん。 

○１番（早瀬川 恵君） ペンダントタイプ

もあるということで安心しました。 

 ですが、今いろいろ新しい装置がついてい

るものが出て、新製品が出ておりまして、携

帯型というのもありまして、ペンダントもぶ

ら下げておけばおうちの中でも移動できる、

移動したときに緊急なことがあったときにお

知らせできるということもあると思うのです

けれども、携帯型というのは外にも持ち出せ

るというものとか、そういう新製品も出てい

るということですので、今後レンタルという

ところで新しいものが出てきている中で、そ

ちらのほうに変更していく時期が、今すぐで

なくてもあってもいいのかなというふうに

思ったのですけれども、その辺はどのように

お考えでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたしま

す。 

 確かにいろいろなシステムがどんどん出て
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きまして、デジタル化だとかというものが進

んできておりますので、見守りの装置につき

ましてもいろいろなものが出てきているかと

思います。今後、そういった情報等の収集も

踏まえまして、良いものが出て、それが有利

だということになれば、そういった部分の採

用も検討させていただこうかなというふうに

思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

さん。 

○１番（早瀬川 恵君） ぜひ検討していた

だきたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○委員長（多治見亮一君） 他にありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２目

在宅介護費、よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ３目介護保険助

成費。 

 ６番髙橋健一さん。 

○６番（髙橋健一君） ページは１０３ペー

ジの軽費老人ホーム、いわゆるケアハウスの

問題についてちょっとお聞きします。 

 新たに１,５００万円の補助金が計上されて

いますけれども、この内容についてちょっと

教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えさせてい

ただきます。 

 新たに軽費老人ホームの補助金として、老

人ホーム改修費補助金としまして１,５００万

円、昨年度より増額をさせていただいている

ところでございます。 

 内容につきましては、浴室の天井、換気装

置、窓枠等の取替え等の改修並びに特殊浴室

の改修等を見込んでいるということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ６番髙橋健一さ

ん。 

○６番（髙橋健一君） ありがとうございま

す。 

 いわゆる老朽化が進んでいるということで

ありますけれども、ケアハウスというのは非

常に足寄町民にとっては大事な施設で、私の

知り合いもたくさん入ってまして非常に評判

がいいのです。けれども、何で経営が安定し

ないのかなと、何で経営できないのかなと非

常に不思議に思っています。何とか持続可能

なものにしていただきたいと思うのですけれ

ども、今後やはりいろいろな不都合が起こっ

て、やはりお金が足りなくなったときには、

これは継続して町としては補助金を出すつも

りなのですか。それについてちょっとお伺い

します。 

○委員長（多治見亮一君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 軽費老人ホームの関

係でありますけれども、基本的にはやはり社

会福祉法人が運営しているということであり

ますから、基本的な経営というのはその法人

の中でやっていただかなければならないとい

う部分なのではありますけれども、前にもお

話をしていたかとは思いますが、建てるとき

の国の補助、それから町の補助というような

ことで、建物自体の家賃部分というか、家賃

相当部分の負担金、入っている人たちからも

らうことができないというようなことがあっ

て、施設が老朽化してくることによっての改

修だとかそういったものが、改修だとかの経

費がなかなか出てこないという状況があると

いうことで聞いております。 

 そういうことで、本来でいくと、家賃収入

部分だとかそういった部分をきちんと積み立

てておいて、施設の管理運営というか、施設

の改修等にはそういうお金を使ってやってい

ければいいのでしょうけれども、そういった

部分がやっぱりかなり厳しいのだろうなとい

うように想像はしています。現状も、経営安

定資金の補助金も多分２年くらい前から出し

ているわけなのですけれども、そういうこと

も含めて、今後の部分でいくと、一定の支援
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というのはしていかなければならないのかな

というように考えています。 

 基本はやはり、老健のときもお話しさせて

いただきましたけれども、それぞれの法人の

中できちんと経営をしていただかなければな

らないというのがやっぱり第一だというよう

に思います。ただ、建てたときからの経過も

含めて、現状としていけばまずは経営を安定

させてくださいよというのは一つですけれど

も、施設の改修の部分については一定の補助

はしなければならないのかなと考えていると

ころであります。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ６番髙橋健一さ

ん。 

○６番（髙橋健一君） 非常に町民にとって

大切な施設だと思っています。やはり老健の

ように、あづまの里の老健のようにひょっと

するとなくなってしまうかもしれませんよ

ね。そういう危惧があるのですよね。これは

絶対なくしてはいけない施設ですし、私なん

か、無責任なことも言えないのかな。やはり

町も中心になって、ここはどんと足寄の町内

に新しい施設建ててしまってはどうですか

ね。そんなお金ないですかね。非常に重要な

すばらしい施設だと思っています。ケアハウ

スのような形態が足寄にとっては絶対大事で

すよね。だからコンパクトシティのような感

覚で、まちの中に全部集めると、行政もしや

すいのではないかと。それを町で全部やると

いうのは無理かしれませんけれども、関係者

の北海道も関連しているのですよね。だから

道も引っ張り出して、何か新しいものつくっ

てしまうという、そういう構想をお持ちいた

だけませんでしょうかね。町長、どうです

か。 

○委員長（多治見亮一君） 町長。 

○町長（渡辺俊一君） あそこはある意味高

齢者の方たちの住まいということであります

から、老健のようにその中で治療しながら在

宅に戻っていくだとか、そういう施設とまた

違って、やはりそこのところでずっと住んで

いくというような、そういう施設なのかなと

いうように思っています。そういった意味

で、非常に大事な、老健ももちろん大事な施

設ではあったのですけれども、ケアハウスも

非常に大事な施設なのかなというように思っ

ています。 

 多分２５年近くなるのですかね、もう建て

てからですね。ただ、まだ２５年。そういっ

た意味では、先ほどからいろいろな、今回は

浴室を改修ですけれども、いろいろなところ

を改修しながら長寿命化といいますか、やは

り今の施設を長く使っていくというのは大事

なことかなと。 

 もちろん建てるというのも一つの方法では

ありますけれども、新しいものを建てるとい

うことよりも今の施設をいかに長もちさせて

使っていくのかというのが大事かなというよ

うに思っています。 

 そういった意味で、先ほども申し上げまし

たように、いろいろなところがこれから老朽

化によって改修しなければならないとかとい

うことが出てくるのかなと思いますけれど

も、そういったところの支援というのを、そ

の時々の支援になると思いますけれども、施

設の社会福祉法人ですか、法人の方と、それ

から議会にも御理解いただきながらという形

で支援をしていくというようなことになって

いくのかなと考えているところであります。 

 今のところは新しく建てるということでは

なく、今の施設を長もちさせていこうとい

う、そういう方針で行きたいなと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ６番髙橋健一さ

ん。 

○６番（髙橋健一君） 何となく町の方針は

分かりました。 

 これで質問を終わります。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

 １０番進藤晴子さん。 

○１０番（進藤晴子君） 今の髙橋健一さん
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の関連で、一般質問でも質問させていただい

たことなのですが、大変重要な場所であるこ

とは髙橋健一議員が言われたとおりですし、

町の方針も分かりました。 

 そこで、２年前からですね、８００万円の

お金が出ております。この８００万円はなぜ

８００万円になったかというところの根拠で

すか。そこを簡単にお聞かせ願います。 

○委員長（多治見亮一君） 町長。 

○町長（渡辺俊一君） この８００万円でご

ざいますけれども、３年前になるみたいです

けれども、その当時いろいろと、それまでは

法人として施設のケアハウスの経営の中で、

今まで、それまで一定の資金といいますか、

内部留保といいますか、そういったものが

あって、それまでにもいろいろな施設の改修

だとかそういったところにそういう内部留保

を使いながら、今まで運営してきました。で

すが、その３年ぐらい前にそういう持ってい

る資金がだんだん不足してきて、この状況で

いくとちょっと資金が足りなくなるかもしれ

ないというようなお話がありまして、いろい

ろと相談した中で、その当時収支を計算した

中で、このぐらいの資金があれば何とか次

の、やっていけるというか、赤字にならない

で済ますことができるというようなことで、

８００万円という。ですから、収支計算した

中で、赤字にならないぐらいの金額と。内部

留保もまだ若干ありますけれども、その中

で、全く資金がなくなると資金の回転もでき

なくなりますので、そういうことができる程

度の最低限の補助金というような形で８００

万円とさせていただました。 

 その後も毎年毎年施設長だとかと相談しな

がら、今の経営状況等を聞きながらやってい

く中で、一定大体同じぐらいの金額になって

きたというようなところであります。とりわ

けこの一、二年物価の高騰だとかそういった

こともあって、かなり経営的には、そういう

物価の高騰、それから人件費の高騰、そう

いったものがあって厳しい状況なのかなとい

うように思っていますけれども、当面この８

００万円ぐらいの町からの資金で赤字になら

ない、きちんと運営ができる、そういう中で

の補助ということになってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） ８００万円の理由

は分かりました。 

 物価高騰の中で８００万円が本当に妥当な

ものなのかどうかというところが私たち議員

は危惧するところでありまして、もちろん社

会福祉法人なので、施設長のほうからいろい

ろと情報を聞き取りながら、収支も確認しな

がら町が補助しているということは分かって

おります。ただ、社会福祉法人なので、理

事、そして施設長も理事でございますが、理

事さんたちや理事長さんたちがおいでになり

ます。もちろん町から補助がいっているとい

うことは、理事会を開き、そこで皆さんの御

意見の下にこのぐらいの金額をお願いできな

いかどうかという、そういう要望が聞けるの

だと思いますが、その辺はいかがでしょう

か。 

○委員長（多治見亮一君） 町長。 

○町長（渡辺俊一君） 当然理事長から、そ

の社会福祉法人の理事長名でそういう支援を

お願いしたいというようなことで文書も来て

おりまして、それまでのいろいろと施設長と

の話だとか、そういった中での金額で、社会

福祉法人のほうからそういう支援の申出があ

るという状況であります。 

 当然そういうことでありますから、理事会

だとかそういったところで今の施設の経営状

況だとか、そういったものは理事会の中でも

十分話がされているものと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。そ

うであればよろしいのですが、ちょっといろ

いろなお話が聞きます。 

 まず一つの施設が持続可能になるというの
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は、私みたいな素人が考えるところによりま

すと、もちろんお金の問題、でもそのお金の

問題の前段階として職員、施設の、その組織

の問題といいますか、どこでも問題抱えてお

りますが、組織がきちんと組織として成り

立っているかどうか、まずはそこが一番のも

ともとだと私は思います。小さくても大きく

ても。そこがしっかりしていれば、何とか経

営はなっていくのだと思うのですが、その辺

のことは把握を町としてはどうでしょうか。

把握されてますか。 

○委員長（多治見亮一君） 町長。 

○町長（渡辺俊一君） 十分とは言えないと

は思いますけれども、社会福祉法人の話です

ので、その中身まで十分に把握しているかと

いうと、決してそうではないというように

思っていますが、一定程度施設長等から話も

聞いているというところであります。 

 どこの団体でも全く問題がないというよう

なことはないというように思っていますの

で、問題はやはりあるのだろうというように

思っています。社会福祉法人ではありますけ

れども、やはり施設を抱えてやっていくとい

うことになれば、やはり経営というのは大事

な話でありまして、お金の話ですけれども

ね。やはり赤字にならないように、いかに赤

字にならないように経営をきちんと回してい

くか、ある意味一定のもうけというか、社会

福祉法人だからそんなにもうけは要らないの

かもしれないですけれども、やはり運営を毎

年毎年回していくためには一定のもうけとい

うか、利益というものを出さなければならな

いのだというように思っています。それは持

続可能な組織とするためには、それは最低限

やらなければならないことなのだと思ってい

ます。何ぼいいことをやっていても赤字に

なっていてはそれはやっぱり長続きしないと

いうように思いますので、そういった意味で

はやはり本来からいくと、今やっている運営

の中できちんと赤字を出さないで、とんとん

でもいいですけれども、そういう経営をしな

ければならないというのはやっぱり大前提な

のではないのかなというようには思っていま

す。 

 現状、それがなかなか厳しい状況というこ

とで、町からの支援というようなことになる

わけですけれども、やっぱり最終的にはきち

んと法人の中で収支がある程度保たれるよう

な、そういう経営を目指していかなければな

らないというように思っております。 

 これからも経営の状況ですとか組織の状況

ですとか、十分お話聞きながら把握をさせて

いただいて、進めさせていただきたいなと考

えております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

さん。 

○１０番（進藤晴子君） 施設長のお話、１

２月に私お話伺ったときには、やっぱり８０

０万円では到底難しいんだという、それは施

設長のお話でした。理事長先生からのお話で

はないのですが、そういうようなお話を伺っ

ております。 

 経営は大変、この御時世でこの社会福祉法

人が成り立つ、一つだけで成り立っていくと

いうのはなかなか難しいところであります。

でも、あそこに入所されている人たち、あと

あの施設を足寄町はやっぱり守っていかなけ

ればいけないなと、私も個人的に思っており

ます。最近思うのは、法人を守るのか、それ

とも入所者、あそこの施設を守るのか、イ

コールではないのではないかというのを最近

常に考えておりますので、よくよく御助言を

していただいて、ケアハウスさんに何とか踏

ん張ってもらえるように町のお力を発揮して

いただきたいなと思います。 

 ありがとうございます。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、午後

１時まで、昼食のため休憩としたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

午前１１時５７分 休憩 
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午後 １時００分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 それでは、４目介護サービス事業助成費、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次、５目旭町ふ

れあいプラザ運営費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ６目高齢者等複

合施設運営費、何かありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、７目

地域支援事業費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１０

６ページに移ります。 

 第３項児童福祉費の１目児童福祉総務費、

質疑ありませんか。 

 １０番進藤晴子委員。 

○１０番（進藤晴子君） 説明資料の３０

ページですね。伴走型相談支援及び出産・子

育て応援給付金等という事業ですね。これは

前年度もやっていらっしゃると思いますが、

今年の実績です。伴走型支援の実績を教えて

ください。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩としま

す。 

午後 １時０２分 休憩 

午後 １時０６分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お時間を頂きあ

りがとうございます。申し訳ございませんで

した。 

 伴走型支援事業の本年度の実績についてで

すが、伴走型支援事業につきましては、妊婦

のときと生まれてすぐ、それと産後後期と３

回の相談を実施しておりまして、出産につき

ましては１２名、育児のほうにつきましては

１７名が該当しておりますので、重複してま

すけれども全体的には１７名という形になろ

うかというふうに考えております。 

 あわせまして、扶助費になります応援ギフ

トにつきましても、妊娠時におけるギフトが

１２名分、子育ての応援ギフトについては１

７名分というふうになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） 妊娠期に１２人

で、トータルして１７人がこのシステムを利

用されているということですね。 

 利用されている人の対象者は多分妊娠され

たお母さん方と生まれたお子さんだと思うの

ですけれども、どういった方がどのような

サービスを受けられてますか。内容をちょっ

と教えていただいてよろしいでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたしま

す。 

 この事業については、相談を受けるという

ことでございますので、サービスというより

は妊娠時における問題だとか、何か課題だと

かそういったお困り事があれば、妊婦の方か

ら相談を受ける。出産後についてもお母様た

ちの不安だとか、そういった育児に対する御

相談を受けるというものでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 親御さんのいらっしゃらない方であると

か、転勤族の方のお母さんとか、こういう相

談を受けられる場所があるというのは大変心

強いことかなというふうに思っております。 

 それで、この中に最近令和３年度から産後

ケア事業というものが、これはよくテレビや

新聞にも載っておりますが、産後ケア事業を

自治体の努力義務となっております。これは

基本的に助産師がやることであるかなという

ふうに思っておりますが、町としてはこの事

業についてどのように思われますか。 
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○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えします。 

 本町におきましても産後ケア事業といたし

まして、委託業務で実施しているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） そうですか。委託

ですね。委託といいますと、どのような形

で、どういうふうに、お母さんからそういう

ようなお話があったときに、委託をしている

助産師と町がつなげるということでしょう

か。どのような、それも相談ですか。 

○委員長（多治見亮一君） 総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 産後ケア事業、

数年前から取り組んでおりまして、産後、例

えば母乳の関係ですとか、そういうことを相

談したいという、やっぱり不安に思ってい

らっしゃる方がいるので、そういう方にサー

ビスを提供しております。 

 委託というのは、どういう形かといいます

と、町外なのですけれども、隣町の上士幌と

あと芽室町さんと帯広市にある事業所に、そ

ういう助産師さんがいる施設、あとは通いで

デイサービスのサービスを受けられるという

ようなところがございまして、そこから必要

であれば一日デイサービスに行って、親御さ

んも体を休めながら相談に乗っていただくと

いうのが一つ。それともう一つは、相談に

乗っていただくのに来ていただく。おうちま

で来ていただいて相談に乗っていただくとい

うような通いと訪問という二つのサービスを

用意してございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 この１７人の中に、この方の人数が入って

いる、産後ケアの方も１７人の中に含まれて

いるということでよろしいでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 先ほどの伴走型

の１７名と今の産後ケアの方が一緒かという

話ですけれども、それについては全てが同一

というふうにはなっておりません。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） すみません。産後

ケアをしてもらっているお母さんも、この相

談を受けていらっしゃる方がいるということ

というふうに受け止めてよろしいですか。分

かりました。 

 では、産後ケアを受けられた方はどのくら

いいらっしゃるのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩としま

す。 

午後 １時１４分 休憩 

午後 １時１６分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、会

議を再開します。 

 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） またお時間頂き

ましてすみません。 

 産後ケアの部分につきましては、実績とし

ましては１２名となっております。その方々

は病院のほうに行くのではなく、訪問を受け

ているという形になっております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） 少し安心しまし

た。こういう遠いところですので、病院に子

供を連れて一緒に行くというのはなかなか難

しく、過酷な、妊婦さんであったり産後のお

母さん方かなと思っておりましたので、１２

人の方が年間サービスを受けられているとい

うことですね。 

 これは多分そのサービスの内容も違うと思

いますが、金額は自費ですか。どのぐらいの

サービス料がかかるのかどうか。都会などだ

とサービスによって、一日ずっと子供の面倒

を見てもらい、自分は心と体のメンテナンス

をお母さんがしてお帰りになるというところ



― 25 ― 

もあるし、いろいろとあるかと思います。ど

のくらいお金かかりますでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩しま

す。 

午後 １時１８分 休憩 

午後 １時１８分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、会

議を再開します。 

 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたしま

す。 

 委託料につきましては、そのサービスの内

容によっても変わりまして、例えば訪問型で

いきますと１回に１万６,４００円程度かかる

ところもございます。また、デイサービス型

という部分でいきますと１万２,０００円のと

ころもございます。そういった部分で委託料

についてはその内容によって若干変わります

けれども、そういった形になります。 

 負担金につきましては、１回につき２００

円というふうに、令和５年度についてはして

おります。令和６年度については、今それを

無償化というふうな形で考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 負担がほとんど、ほぼないのですね。いい

事業だと思いますので、続けていっていただ

きたいと思いますが、出生数が少ない足寄

町、今２０から３０名ちょっとですか、年

間。その中で、でもこの委託という、本当は

もっと生まれるのであれば助産師を、本当な

ら町の役場の福祉課の保健師と一緒で助産師

さんがいていただけたら大変ありがたいと思

うし、私個人的にはいろいろなシステムを使

いながら、まちおこし協力隊みたいなものを

使いながら、助産師を足寄町に呼び込むとい

うことも企画型でいいのかなというふうに

思った次第ですが、何せお子様が生まれるの

が少ないので、今後この事業も続けていって

いただきたいですし、どんどんお母さん方に

広報していただきたいなと思います。 

 もう一つ、この中の３番目の母子手帳のデ

ジタル化ですね。これ今後進めていくという

ことなのでしょうけれども、ここだけちょっ

とお聞きしたいのは、母子健康手帳は大変国

の中では有効に使われておりますし、これを

基にいろいろなワクチンであるとか、いろい

ろなことをやっていくのに使われています。

お母さん方がスマートフォンに入れ込むのは

大変いいのですが、お母さんが記入する部分

と医療機関で記入する部分と、大体半々ぐら

い分かれるかと思います。その辺をどのよう

に使われていくか。もし今現時点で分かって

いるのであれば教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたしま

す。 

 母子健康手帳のデジタル化という部分でご

ざいまして、進藤議員がおっしゃるとおり、

スマートフォンのアプリを使って管理ができ

るというようにしたいということで、今回予

算要求をさせていただいているところでござ

いますが、医療機関のほうにも入力するとい

う部分がございまして、それと、議員おっ

しゃるとおり、お母様が入力しなければなら

ない部分もあるかと思います。そこについ

て、今回医療機関で入力もしていただく必要

性がある部分もあるということで、今回ここ

に備品購入費でちょっと載せているのですけ

れども、パソコン等も今整備をして、今既存

のシステムが使えればそれを使っていただく

ということにはしたいのですけれども、もし

そこが連携が取れないとなったときには、こ

ういったものも利活用して連携を取れるよう

にしたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 ぜひ進めていっていただきたいと思いま
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す。 

 ありがとうございます。 

○委員長（多治見亮一君） 他にあります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、２目

児童医療費、ありませんか。よろしいです

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次、３目子ども

センター運営費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次、行きます。 

 ４目へき地保育所費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ないようですの

で、５目児童福祉施設費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは次、６

目学童保育所運営費、何かありませんか。よ

ろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次、７目児童発

達支援センター運営費、何かありませんか。

よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、８目

子育て支援費、質疑ありませんか。よろしい

ですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１２

０ページに移ります。 

 第４款衛生費に入ります。 

 第１項保健衛生費の１目保健衛生総務費、

質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） では、次行きま

す。 

 ２目予防費、質疑ありませんか。 

 １番早瀬川 恵委員。 

○１番（早瀬川 恵君） １２３ページです

ね。感染症対策事業ということで、予算説明

資料３１ページ。 

 帯状疱疹の助成についてということなので

すけれども、これとてもよかったと思います

し、町民の方もほっとしたという方もたくさ

んいらっしゃるのではないかなというふうに

思います。 

 この３１ページの中に、積算根拠５０歳以

上の３％、１１４人ということで載っている

のですけれども、これ例えば希望者が３％以

上になったときには、増額というのはできる

のでしょうか。お願いします。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたしま

す。 

 帯状疱疹のワクチンの部分で、通常言われ

ているのが大体１.５％ぐらいというふうに言

われておりまして、そこに対して本町では３

％ぐらいというふうに若干多めの想定をさせ

ていただいております。このワクチンの接種

状況等によりましては、この費用の増額とい

う部分についても検討していかなければなら

ないところかなとは思っておりますが、ワク

チンにつきましても生ワクチンと不活化ワク

チンと２種類ありまして、おのおの金額がか

なり変わりますので、そういった部分では補

助の対象人数が、不活化ワクチンの高いほう

に皆さん偏るかどうかによっては、この補助

金額で足りなくなるかどうかというのはまだ

不明な状態になりますので、その段階で検討

させていただくというふうになろうかと思っ

ておりますので、御理解いただきたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

委員。 

○１番（早瀬川 恵君） 分かりました。よ

ろしくお願いいたします。 

 あと、確認だったのですけれども、今お話

あったように、生ワクチンは１回ということ

で、１回分の半額が助成になると思うのです

けれども、不活化ワクチンは２回接種します

ので、合計が４万円から６万円程度というふ
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うに言われておりますが、２回接種したその

４万円から６万円の半額を助成していただけ

るということでよろしいのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたしま

す。 

 不活化ワクチンにつきましては、議員お話

のとおり、１回２万円から３万円ということ

で、２回接種するという形になりますので、

４万円から６万円のワクチン接種料がかかる

ようになります。今回、今想定している状況

では、その２回の分の２分の１を補助するの

ですが、最大２万円を上限とさせていただく

というふうに、２回でですね、最大２万円を

助成させていただくというふうに考えており

ますので、御理解いただければと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、３目

患者輸送車管理費、何かありませんか。よろ

しいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次、４目環境衛

生費、質疑ありませんか。 

 １番早瀬川 恵委員。 

○１番（早瀬川 恵君） １２７ページなの

ですけれども、火葬場、墓地管理費というこ

とで、８５４万１,０００円ということで上

がっているのですけれども、こちらの墓地管

理費の内容を教えてほしいです。お願いいた

します。 

○委員長（多治見亮一君） 金澤住民課長。 

○住民課長（金澤眞澄君） 火葬場保守管理

費の内容でございますけれども、主に会計年

度任用職員さんの給料が主でございます。会

計年度任用職員さんの報酬で３０３万６,００

０円と、あと会計年度任用職員さんの期末勤

勉手当が１１３万９,０００円、あと光熱水費

で電気料、水道料等を見ているのですけれど

も、こちらが１３２万２,０００円、あと委託

費ですね。委託費で火葬炉の保守点検業務を

今年見てまして、こちらが１０１万２,０００

円、あと今年度工事請負費で……、すみませ

ん、工事請負費は今年度見てません。主たる

委託については全てではないですけれども、

以上のような内容になっています。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

委員。 

○１番（早瀬川 恵君） 墓地管理というこ

とで、例えばなのですが、お掃除とかそうい

うのはこの中に入っているのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 金澤住民課長。 

○住民課長（金澤眞澄君） 申し訳ありませ

ん。墓地のほうについて説明するのを失念し

ています。 

 墓地につきましては、掃除ですけれども、

会計年度任用職員さんのほうで墓地の清掃を

適宜やるという形になっております。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

委員。 

○１番（早瀬川 恵君） 今お彼岸の時期と

いうことで、足寄町内だけでなく町外からも

お参りに来る方がいます。 

 実は、先日町民の方から連絡がありまし

て、車の通る大きな道路は除雪されているの

ですけれども、自分のお墓のある場所まで大

変な思いをしてやっとたどり着いたというお

話でした。高齢の方だったので、足元もなか

なか大変で、滑って本当に転びそうになった

というお話と、そのとき来ていた方たちも皆

さん困っていたというお話を聞きました。 

 それで、私、次の日見に行きましたら、言

われているとおり、大きな道路は除雪されて

いたのですけれども、お墓の縦横のお墓まで

たどり着く道が除雪されていなくて、前列の

大きな道にあるお墓の前列の方はお参りでき

そうだったのですけれども、奥の方は、それ

以外の方はたどり着くのに大変な思いをする

のかなというふうに感じました。なかなか長

靴を用意して上がるかということも考えるか

と思うのですけれども、町外からいらっしゃ
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る方、長靴を皆さん用意してお参りに来ると

いう方は少ないのかなと、難しいのかなとい

うふうに考えました。高齢の方だと本当に危

険ですので、またこういうお彼岸の時期だと

町内外の人も多く来る時期ですので、足寄町

としてもきちんと整備しているほうがいいの

ではないかなというふうに思いました。その

辺いかがでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 金澤住民課長。 

○住民課長（金澤眞澄君） 議員御指摘のと

おり、お彼岸、特に春のお彼岸のときには雪

が当然あろうかと思います。除雪に関して

は、車両の入れるところ、入り口から火葬場

までと、その下に下りまして、ロータリーの

ある部分までは除雪はさせていただいており

ます。ですが、個々のお墓につきましては、

誰が来るのか分からないというところもあり

まして、現状はそこまでの除雪はやっていな

いというのが現実です。長靴等も役場のほう

で用意するというところまでは現在至ってい

ないのですけれども、今後利用者の方のお話

等を確認、またはアンケート等を取りまし

て、確実に除雪お墓の前までできるとは

ちょっとこの場では言えないのですけれども

検討したいと、除雪についてはですね、検討

したいとは思います。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

委員。 

○１番（早瀬川 恵君） 検討していただけ

るということなのですけれども、もし予算が

足りないのであれば、やはり増やしてほしい

という思いですし、就労センターですとか、

また足寄地域共同作業所ふれあいさんなどに

お願いするとか、何かいい方法を見つけて対

応していただきたいなというふうに思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 他にありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、５目

合併処理浄化槽事業費、質疑ありませんか。

よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次、６目町営温

泉浴場運営費。 

 ５番田利正文委員。 

○５番（田利正文君） １２９ページの温泉

浴場施設換気設備改修工事１６７万５,０００

円とあります。これ開業して５年くらいたっ

ているというのならまだ分かるのですけれど

も、１年目ですぐこうなるというのは設計段

階での予測と実際運営してみての幅があった

のか。あるいは予算が甘かったのか、その辺

どっちなのでしょうか。その辺のところお聞

きしたいと思いますけれども。 

○委員長（多治見亮一君） 金澤住民課長。 

○住民課長（金澤眞澄君） 今回換気扇の改

修工事を計上させていただいているのですけ

れども、令和５年度温泉浴場使用するに当

たって、利用者の方から洗い場が寒いですよ

という意見をいただいていまして、冬季につ

いては特に外気も寒いので寒いという話をい

ただいていて、今回インバーター装置を組み

込んで換気量を強中弱ぐらい、３種類ぐらい

に切替えの可能な換気扇の改修にしたいと

思っています。 

 これが設計の段階で分かったのではないの

かという御質問なのですけれども、こちらに

ついては当然設計の段階で換気量の計算とか

室内温度のシミュレーションはしているかと

思うのですけれども、想定をすることができ

なかったものだと考えています。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、次に

移ります。 

 １２８ページ、第２項清掃費の１目清掃総

務費、ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（多治見亮一君） ２目じん芥処理

費、ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、３目

し尿処理費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、第３

項１目水道費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 続きまして、第

４項１目病院費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１３

２ページに移ります。 

 第５款労働費に入ります。 

 第１項１目労働諸費、何かありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２目

単身者住宅管理費、質疑ありませんか。よろ

しいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１３

４ページに移ります。 

 第６款農林水産業費に入ります。 

 第１項農業費の１目農業委員会費、ありま

せんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２目

農業総務費、ありませんか。よろしいです

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ３目農業振興

費、質疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１４

２ページに移ります。 

 ４目畜産草地費、ありませんか。よろしい

ですか。 

 １２番二川 靖委員。 

○１２番（二川 靖君） 予算説明書の３９

ページなのですけれども、畜産草地費で間違

いないですね。 

 それで、堆肥舎の長寿命化対策事業という

ことで、昨年度も劣化診断調査をしたという

ことで、令和６年度は劣化度の大きい堆肥舎

の長寿命化を図るため、耐震補強等に係る精

密調査、詳細設計を行うということで委託料

がついてます。これは令和６年度はというこ

とは、来年度以降もこういった調査をして、

そして産業施設長寿命化対策事業補助金だと

か一般財源から今後以降も、今年度は出しま

すけれども、来年度以降もこういった事業を

やっていくという前提で考えてよろしいので

しょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをいた

します。 

 本事業は令和５年度にやらせていただきま

した設計、調査ですね。調査を受けまして、

その中で危険度の、堆肥舎が非常に危険だと

いう判定をされた堆肥舎について、建て直し

をするのか、改修をするのか、それらについ

て詳細な設計を行うという今回の事業であり

ます。令和６年度、この事業をやりますの

で、それで最終的にそれを農業者の方が直し

たりするのは農業者の方の判断ということに

なりますので、基本的には令和６年度の事業

というふうにお考えいただきたいと思いま

す。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖

委員。 

○１２番（二川 靖君） 前の令和５年度の

この話が出たときに、多分補助金で建ててい

る施設なので、町のほうはお金が出ないと。

出ないではなくて、お金を出して修繕できな

いということで言われてましたので、多分こ

れを見て補強に関わる精密検査だとか詳細設

計を行うというふうになれば、例えば農業者

の皆さんも、町がやってくれるのだから少し

くらい補助金出るのかなという淡い期待感も

持ってしまうような、一面も持っているのか

なというふうに思ってますけれども、そこら

辺はどうなのでしょうかね。 
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○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをいた

します。 

 前回答えられたときもそうなのですけれど

も、基本的には町から今適当な形の補助金だ

とかというのは出せる状況にはないのかなと

いうふうに思っております。 

 それで、農業者の方が、本当はこの詳細設

計をするにしても、かなり多額の経費がかか

ります。その部分を町としては直接直すこと

に対して補助を出す形が取れないものですか

ら、それであれば設計の部分、これにつきま

しては、北海道も協力をいただいて、北海道

と足寄町で折半をして詳細設計をさせていた

だくという形を取らせていただいておりま

す。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖

委員。 

○１２番（二川 靖君） 分かりました。 

 ややもするとちょっとよからぬ方向へ行っ

て、町に出してくれだとか、国で補助してく

れなどというような話になったらちょっとま

たこれ話が別になってしまいますので、今回

は道と折半をしながら、一般財源を使いなが

ら精密調査と詳細設計を行うということで終

了していくのかなというふうに思ってますの

で、それだけ聞けばよろしいです。ありがと

うございます。 

○委員長（多治見亮一君） 他にありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、５目

農地費に移ります。質疑ありませんか。よろ

しいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、６目

農地流動化推進事業費、質疑ありませんか。

よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、７目

営農用水道等費、質疑ありませんか。よろし

いですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、８目

町民センター運営費、質疑ありませんか。よ

ろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、９目

畜産物処理加工施設運営費、何かありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１０

目多面的機能発揮促進事業費、質疑ありませ

んか。 

 １２番二川 靖委員。 

○１２番（二川 靖君） 説明書の４５ペー

ジの資料なのですけれども、いわゆる農業の

有する、ずっと来て、維持に取り組む農業者

で組織する団体に対し交付金を交付するとい

うことで、パーセンテージが書いてありま

す。それで、農業者で組織する団体というの

は、ちょっと認識不足で申し訳ないのですけ

れども、足寄町には何団体ぐらいあるので

しょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをいた

します。 

 ただいま御質問ありました多面的機能支払

事業のことですね。こちらについては、協定

の集落に対して出しております。足寄町内に

は１３集落今あります。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖

委員。 

○１２番（二川 靖君） 組織する団体とい

うのが集落で、１３集落ということで理解で

きました。ありがとうございます。 

○委員長（多治見亮一君） 他にありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１５

２ページに移ります。 

 第２項林業費の１目林業振興費、質疑あり
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ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２目

林道維持管理費、質疑ありませんか。よろし

いですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、３目

町有林管理費、質疑ありませんか。よろしい

ですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、４目

水源林造林事業費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ないようですの

で、１５８ページに移ります。 

 第７款商工費に入ります。 

 第１項商工費の１目商工振興費、質疑あり

ませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２目

消費者対策費、質疑ありませんか。よろしい

ですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、３目

観光費、質疑ありませんか。 

 ９番川上修一委員。 

○９番（川上修一君） 予算書では１６３

ページです。予算説明資料で質問させていた

だきます。予算説明資料では５６ページで

す。 

 地域活性化企業人派遣負担金ということで

２７０万円と説明があります。それで、この

地域活性化企業人制度を活用しとあるのです

けれども、この制度はどんな内容なのか、お

尋ねをいたします。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをいた

します。 

 地域活性化企業人派遣負担金につきまして

は、三大都市圏、ですから東京、大阪、名古

屋ということになりますけれども、三大都市

圏に所在する民間企業の社員を受け入れて、

ノウハウだとか知見を生かして、足寄町独自

の魅力だとか価値向上を図るための職員を派

遣をしていただいて、それに対して負担をし

ているということになります。 

 現状、ＵＰＩ、オンネトーのＵＰＩに１名

派遣をしていただいておりますので、その負

担金ということで計上させていただいており

ます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一委

員。 

○９番（川上修一君） ＵＰＩの方ですね。

これ前からありましたよね。新規でなくて

ね。あったよね。何か記憶あります。 

 それで、ちょっと自分が聞きたいのは地域

活性化企業人制度というのは、全部国から予

算が出てくるのですか。その辺お尋ねしま

す。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） この事業に関

しては、足寄町の負担というのはこの負担金

だけということになります。業者に払う負担

金ということで、それ以外は国、財源は特別

交付税の措置ということになります。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一委

員。 

○９番（川上修一君） 何か余計分からなく

なってしまったな。結局２７０万円は町から

出しているのですね。そして、大阪から来る

から、私の感覚では地域おこし協力隊の何か

違うバージョンかなみたいな。人件費とかい

ろいろなものは国から来ると。そして交付税

で入ってくるという認識でよろしいですか。 

 うなずいてくれれば質問やめます。はい、

分かりました。 

○委員長（多治見亮一君） 他にございませ

んか。 

 １番早瀬川 恵委員。 

○１番（早瀬川 恵君） 観光施設管理経費

ということで、予算説明書の５５ページにな

るのですけれども、オンネトーの野営場等管



― 32 ― 

理業務委託料ということで、今コロナも収

まってきて、コロナ前と後のお客様の入り状

況が分かりましたら教えてほしいです。 

 あと、今後の見通しも教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） オンネトー、

ＵＰＩのほうの人の入り込みですね。人の入

り込みについては、最終的にはまだなってお

りませんけれども、１月から１２月までの入

り込みとして約３０万人ということになって

おります。今登山ブームもございまして、か

なりの方がコロナも明けて、オンネトーに来

ていただいております。過去には４５万人と

か４０万人とかという数だったような気がし

ますけれども、かなり戻ってきているのでは

ないかなというふうに考えております。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川 恵

委員。 

○１番（早瀬川 恵君） ありがとうござい

ます。戻ってきているということで、分かり

ました。 

 オンネトーに対してのＰＲを見たのですけ

れども、ネットで見たのですけれども、今後

集客に向けてのオンネトーのＰＲの強化とい

うのがまだこれから努力していただけるのか

なというふうにも考えたりしたのですけれど

も、何かその辺考えていることがありました

ら教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 議員がおっ

しゃるとおり、かなり人の戻りが見えてきま

した。オンネトーは国立公園内なので、なか

なか開発行為ができないという状況にありま

す。そんな中、休憩舎がオープンいたしまし

た。休憩舎からの情報発信も含めて、オンネ

トーの魅力を今後とも発信をしていきたいと

いうふうに考えております。 

 また、観光協会、町の観光協会ともやっぱ

り連携をして、町随一の観光地でありますの

で、雌阿寒岳、オンネトー地区の情報発信を

まずしっかりとさせていただくと。その上

で、なかなか本当開発行為が厳しいので、な

かなか何を建てるだとか、何をつくるという

のが非常に厳しいのですけれども、必要に応

じてそれらについても検討していくというこ

とになろうかと思います。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 他にありませんか。 

 １０番進藤晴子委員。 

○１０番（進藤晴子君） 今の関連で。先ほ

ど今後の見通しということで早瀬川議員が

言ってましたけれども、登山ブームにあや

かってということも今お話の中に出ました。

ただ、コロナが明けて、アウトドアの方たち

というのは、ブームは上向きなのか、下向き

なのか。大変ブームに乗っているところがあ

るので、かえって怖い部分があると思うので

すけれども、その辺はどのようにお考えで

しょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをいた

します。 

 進藤委員おっしゃるとおり、なかなか予測

は非常に厳しいなとは思いますが、ただ、海

外の方もかなり手頃な山ということで、雌阿

寒岳登山をかなりしていただいております。

その関係でトラブルも、遭難をされた方がか

なり多かったのもちょっと昨年あったかなと

いうふうに思いますけれども、簡単そうな山

ということでトラブルも起きているのかなと

いうふうには思っています。ですから、正し

く登山をしてもらうための情報提供だとか、

そういうのもしっかりとしていかなければな

らないのかなというふうに思っております。 

 また、ＵＰＩはそれらのアウトドア用品含

めて扱っているところでございますので、そ

ういう道具だとか、そういうものの宣伝も含

めてＵＰＩ頑張ってくれていると思います。

町としてもぜひこの地区に足を運んでほしい

というふうにＰＲ活動を頑張っていきたいと
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いうふうに思います。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 円安ということもありますので、海外の方

からもおいでになっているので、いずれにし

ても今の現状は続くであろうと。もっともっ

と増やしていきたいというふうに、分かりま

した。ありがとうございます。 

○委員長（多治見亮一君） 他にありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、２時

１０分まで、暫時休憩に入りたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

午後 １時５６分 休憩 

午後 ２時１０分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、会

議を再開します。 

 １６４ページを御覧ください。 

 第８款土木費に入ります。 

 第１項土木管理費の１目土木総務費、質疑

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２目

地籍調査費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、第２

項道路橋梁費の１目道路維持費、質疑ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ないようですの

で、２目道路管理費、質疑ありませんか。 

 １番早瀬川 恵委員。 

○１番（早瀬川 恵君） 街路灯等ＬＥＤ化

事業ということで、予算説明書６４ページな

のですけれども、緊急自然災害防止対策事業

債ということで、令和７年度まで可能で足寄

町は年度を前倒しで実施するということなの

ですけれども、この計１７８基というふうに

なっておりますが、これは今年度で全て完成

ということなのでしょうか。終わるのでしょ

うか。教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 松野建設課長。 

○建設課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。 

 令和６年度に実施予定の１７８基のＬＥＤ

化でございますけれども、基本的には新たに

ＬＥＤ灯を設置するというのではなくて、球

を取り替えるということでございますので、

基本的には令和６年度に完了となる見込みで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、３目

土木車両管理費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、４目

臨時地方道整備事業費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次、５目道路新

設改良費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、次に

進みます。 

 第３項河川費の１目河川総務費、質疑あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２目河川維持

費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１７

８ページに移ります。 

 第４項都市計画費の１目都市計画総務費、

質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２目下水道費、

質疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、３目

公園管理費、質疑ありませんか。よろしいで
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すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、４目

公園事業費、質疑ありませんか。 

 ９番川上修一委員。 

○９番（川上修一君） 説明資料の７２ペー

ジなのですけれども、田利議員が一般質問さ

れたのですけれども、看板の設置の関係で

す。 

 予算が１,２８０万円という数字出てきたの

ですけれども、看板ってこんなに高いのかな

とちょっとびっくりしているのですけれど

も、何か所看板つくって、例えば公園のとこ

ろに一番でっかい案内板みたいのがあります

よね。大きさ言えないけれども、例えばあれ

１枚だったら結構高いのかなと思うのですけ

れども、もし分かれば、あのでっかいやつ１

枚何ぼするか、教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 松野建設課長。 

○建設課長（松野 孝君） 今回里見が丘公

園整備事業ということで、看板設置工事１,２

００万円ほど高額な額を予算計上させていた

だいております。 

 今回、これで看板設置するわけですが、ま

ずこの予算的には、里見が丘公園の入り口付

近、要するに大型、大駐車場と遊具等の付近

にあるインフォメーション看板なのですが、

こちらを全体の裏面と表面の修繕をいたしま

す。ほかに総合体育館入り口付近に、総合体

育館の案内看板がございますけれども、こち

らも色あせてかなり見えにくい状況となって

おりますので、こちらを全体的に修繕をいた

します。それと、ふわふわドーム付近の公園

の利用案内板を設置をいたします。 

 そのほか、田利議員からの一般質問にも先

般ございましたが、遊具の注意喚起する看板

を４基ほど設置をいたします。 

 そのほか、今現在、旧青少年会館のところ

に里見が丘公園キャンプ場入り口という看板

がございますけれども、そちらを修繕をいた

します。 

 そのほか、キャンプ場内の出会いの森の散

策路の案内看板を修繕いたします。そのほ

か、出会いの森の散策ルートに案内板を１０

基ほど設置をいたす予定でございます。 

 それと、里見が丘公園の誘導案内板を新規

に１０基ほど設置する予定でございます。 

 最後に、国道沿線の里見が丘公園までの、

何キロありますよというのを郊南の地区辺り

に町が単独で独立柱で看板を設置する予定で

ございます。 

 以上でございますけれども、２番目の御質

問で大きな看板、多分１番目にお話ししたイ

ンフォメーションの看板だと思うのですが、

こちらについては新たに設置するのではなく

て、あくまでも修繕でございますので、その

工事費につきましては大体１７０万円程度を

予定してございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一委

員。 

○９番（川上修一君） 分かりましたという

か、随分いっぱい枚数あるのですね。 

 それで、国道の関係では郊南のほうに、あ

と何キロで里見が丘公園だというのを、そし

て交差点のところに分かりやすい看板とかそ

ういうのはつくらないのでしょうか。国道か

ら里見が丘公園行くのに分かりやすい看板が

あったらいいのではないかという質問を田利

さんされていたような気がするのですけれど

も、その辺もきちんとつくるようになってい

るのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 松野建設課長。 

○建設課長（松野 孝君） 今お話しした１

０か所程度の看板について御説明いたしまし

たけれども、そこについてはまだつけるとい

うふうにはなってございません。ただ、あく

までも予算の計上上、このように載せており

ますけれども、例えば郊南地区の交差点のと

ころを含めて、今後実際予算を実施する際に

は検討いたしますけれども、例えば農協さん

のところで、農協さんのオーケーが出ればの

話なのですが、そちらのほうに独立して設置

するという、あるいは共架ですか、共架で設
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置するということは検討しておりますので、

今後予算議決になった以降、実施の際に検討

をさせていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一委

員。 

○９番（川上修一君） 分かりました。 

 田利さんも一般質問されましたけれども、

町外から来た人も国道から入りやすいよう

に、また検討していっていただきたいと思い

ます。 

 終わります。 

○委員長（多治見亮一君） 他にありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、５目

中心市街地活性化推進費、質疑ありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） では、１８２

ページに移ります。 

 第５項住宅費の１目住宅管理費、質疑あり

ませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） では、２目住宅

建設費、質疑ありませんか。 

 ５番田利正文委員。 

○５番（田利正文君） すみません。ちょっ

と飛んでしまったけれども、１目いいです

か。１目の住宅管理費。 

○委員長（多治見亮一君） では、２目は

やってないということで、１目で、分かりま

した。 

○５番（田利正文君） １８５ページの栄団

地公営住宅外装工事がありますね、２,８６０

万円。これに関してお聞きしたいのですけれ

ども、塗装工事なので、駐車スペースの白線

を塗り直してもらうということは、それに組

み込むことが可能なのかどうか。あるいは考

えているのかどうか、お聞きしたいのですけ

れども。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） このたび計上さ

せていただいている工事費の中では、駐車場

の白線ですね、そちらのほうについては予定

はしておりません。 

 また、今後下愛冠のほうの白線について

は、今年度、令和６年度で白線を、区画線を

引きたいと考えておりまして、ほかの団地で

も状況を見て、交通安全上危険であるような

場合については今後も計画的に白線を引い

て、区画線を引くというようなことは検討し

ていきたいと考えております。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利正文委

員。 

○５番（田利正文君） 今回の壁やるところ

の町営住宅のところの駐車場なのですけれど

も、なぜこんな話ししたかというと、あそこ

に入っている方が、冬の話です。私のところ

のスペースを明確にしてほしいと。なぜなの

かと聞いたら、隣の方が雪降っても絶対には

ねないそうです。自分のところはお客さん来

たら困るからきれいにはねる。はねたら、隣

のやつが全部こっちに入ってくるらしいです

ね。それでまた隣のやつも全部はねてあげる

らしいのですよ。はねてあげてもありがとう

と言ってくれるわけでもないし、そういう隣

関係がうまくいってないのですね。そういう

ところで、きちんと明確にしてほしいのだと

いうのですよ。だから、私はやらなければい

いでしょうと言ったのです、簡単に言えば。

人のところはねる必要もないというふうに

言ったのですけれどもね。それでどうも納得

いかないみたいなのですね。だから塗装だっ

たらやるときに一緒にやってもらったほうが

安く上がるのかなと単純に思ったものですか

ら、聞いてみたのです。すみません。 

○委員長（多治見亮一君） 答え要ります

か。 

 それでは、総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 令和６年度の屋

根・外壁の工事の中ではちょっとその対応は

難しいかなと思います。ただ、除雪につきま

しては、御近所で協力しながら生活をしてい
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ただくというのは基本かなと思いますので、

冬季、冬に入る前に、例えば除雪で皆さん協

力をして対応してほしいというような何か周

知とか、そういうことを図ってまいりたいと

思います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 他に住宅管理費、いらっしゃいますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、改め

まして、２目住宅建設費、質疑ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１８

６ページに移ります。 

 第９款消防費に入ります。 

 第１項１目消防費、質疑ありませんか。よ

ろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２目水防費、質

疑ありませんか。いいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、３目

災害対策費、質疑ありませんか。いいです

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１９

４ページに入ります。 

 第１０款教育費に入ります。 

 第１項教育総務費の１目教育委員会費、質

疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２目

事務局費、質疑ありませんか。 

 １番早瀬川委員。 

○１番（早瀬川 恵君） 足寄町学習塾運営

経費なのですけれども、予算説明書８１ペー

ジ、足寄町学習塾運営経費ということで、現

在の学習塾に通われている人数が分かりまし

たら、学年別で教えていただきたいです。 

 それと、全校生徒に対して塾に通っている

生徒の割合も分かりましたら教えてくださ

い。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） 足寄町学習塾の

通塾生等についてという御質問でございます

が、退塾される方等もいますので、ある一定

の時期の段階での御説明をさせていただきた

いと思います。 

 令和５年度現在、５月１日の人数になりま

すが、１年生が３４名、２年生が３７名、３

年生が４０名の合計１１１名でございまし

て、全校生徒に占める割合としましては６５.

３％となっております。 

 平成２７年に塾が開設したわけですけれど

も、大体平成２９年以降、３年目ですね、約

６０％台から７０％台前半で推移していると

いう状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） よければ、３目

生涯学習研究所費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、４目

スクールバス管理費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、５目

国際交流推進費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ないようですの

で、２０２ページに移ります。 

 第２項小学校費の１目学校管理費、質疑あ

りませんか。 

 ７番木村明雄委員。 

○７番（木村明雄君） ここでちょっとお尋

ねをいたします。 

 この学校管理費の備品購入についてであり

ますが、パソコン一式とサーバー機器一式と

ありますが、これについて内容をお伺いいた

します。 
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○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたしま

す。 

 小学校管理費の備品購入パソコン一式でご

ざいますが、このパソコンにつきましては、

先生方が使う校務用のパソコンということに

なっております。計画的に更新しておりまし

て、今回につきましては、足寄小学校です

ね、あとへき地小学校のパソコンのＯＳの

アップグレード等と各ＯＳの更新を予定して

いるということでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ７番木村明雄委

員。 

○７番（木村明雄君） これについては、何

台くらい更新になるのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） ２６台を予定し

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ７番木村明雄委

員。 

○７番（木村明雄君） これは先生方のパソ

コンということですよね。分かりました。 

 ここで、ＯＳのアップグレードという言葉

が出てまいりましたが、このＯＳには代表的

にＷｉｎｄｏｗｓ、ｍａｃ、そしてＵｎｉ

ｘ、Ａｎｄｒｏｉｄ、それぞれのＯＳは用途

によって使い道が違うと言われております。

また、ＯＳの意味はオペレーティングシステ

ムという、これの略で、パソコンの操作やア

プリなどを使うために必要なソフトのことで

あり、コンピューター全体の動作を管理、抑

制し、コンピューターを使える役割があると

言われております。そこでお伺いをいたしま

す。 

 まず、国内小学校、中学校、先生方のパソ

コン合わせて何台に今なっているのか、はっ

きりでなくてもおおよそでよろしいですけれ

ども、お伺いをしたいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたしま

す。 

 ちょっと国内の台数までは把握してないと

いうことで御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ７番木村明雄委

員。 

○７番（木村明雄君） それでは、次にお伺

いをしたいと思います。 

 町内小学校、教育のために使っているパソ

コンについてのＯＳですよね。これは何を

使っているのか、これもちょっとお伺いした

いと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） 全てマイクロソ

フトでございまして、Ｗｉｎｄｏｗｓという

ことでよろしいでしょうか。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ７番木村明雄委

員。 

○７番（木村明雄君） 分かりました。 

 Ｗｉｎｄｏｗｓを使っているということ

で、町内小学校、中学校もそうなのでしょう

けれども、ＷｉｎｄｏｗｓＯＳを使っている

ということでございます。 

 そこで、また質問をしたいと思います。 

 このＷｉｎｄｏｗｓというのはＸＰという

ＯＳが完成をされていたと言われておりまし

た。それからまず３年か４年たつにつれて、

これがまずＷｉｎｄｏｗｓ７というＯＳにな

りました。次にＷｉｎｄｏｗｓ８.１というこ

とになりました。それから今は１０になって

いるのか、それともこれから先は１１になる

と思うわけなのですけれども、これについて

どれを使っているのか、その辺についてお伺

いをしたいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） 今現段階のです

が、私の記憶の中では１０だというふうに認

識しておりますが、今回の予算に計上しまし

たものについては、アップデートにつきまし

ては、Ｗｉｎｄｏｗｓ１１にアップグレード

するということで予算を計上させていただい
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ております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ７番木村明雄委

員。 

○７番（木村明雄君） このコンピューター

については、本当にもう１０年、もしくはそ

れ前から出ているわけだけれども、どんどん

移り変わっていっていると。このパーソナル

コンピューターというわけなのだけれども、

これについて、これから先はそうすると、今

１０だったら、１１というのが出てきたわけ

なので、これについて考えているのかどうか

お伺いをまずしたいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） 今回の予算に計

上させていただいたものにつきましては、Ｗ

ｉｎｄｏｗｓ１１で更新したいということで

計上させていただいております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ７番木村明雄委

員。 

○７番（木村明雄君） 分かりました。 

 このパーソナルコンピューターについて

は、これから先学校ばかりでなく役場、病

院、そして関係機関全域の問題だと思うわけ

であります。これについて、私も現在、パソ

コンの時代になりデジタル化が年々進んでい

るということで、手短に言うと、携帯電話も

パソコンの一つなのですよね。Ａｎｄｒｏｉ

ｄというＯＳが入っているわけなのですけれ

ども、そんなわけでこれから先携帯電話一つ

持っているだけで、乗り物にも乗れると、そ

してまた買物もできると。そんな本当にいい

時代が来たのではないかと思うわけですけれ

ども、私も個人的にはいい時代が来たなと思

うわけだけれども、その半面、本当にこれ嫌

だと言えば、そしてまた嫌いだと、こんなも

の必要ないと言えば取り残されていくわけだ

けれども、これから何とかついていかなけれ

ばならないなと、そんなことを思うところで

あります。 

 そこで、まずお伺いをしたいなと思うの

は、教育長についてお伺いいたします。 

 これから先に向けて、学校が変わってい

く、そしてまた役場も、それから病院も、そ

して私たちのそれも変わっていくわけだけれ

ども、これについてどう思われるのか、簡単

でよろしいですけれども、お伺いをしたいと

思います。 

○委員長（多治見亮一君） 教育長。 

○教育委員会教育長（東海林弘哉君） お答

えします。 

 コロナ禍になってから、学校のデジタル化

は一気に進みました。当初５年でＧＩＧＡを

何とか進めていくということは一気に学校で

は進んでしまった。もうデジタルの世界から

後戻りするということはできないというふう

に考えています。よくも悪くもそういう時代

に入っているということです。 

 ですから、今学校で学んでいる子供たちは

間違いなくこの先そういうデジタルの世界で

生きていくということになりますから、その

あたりの明も暗も、便利な部分もそしていろ

いろなリスクもある部分も、そういうことも

含めて私たちが指導し、一緒に考えていくと

いう必要があるというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） ７番木村明雄委

員。 

○７番（木村明雄君） これについては、私

も本当はこれこんなものね、面倒くさいなと

思って、嫌いだなと言ってればまた取り残さ

れると、そういうような形の中で毎日少しず

つでも近づいていけたらなと、そんなふうに

思っている今日であります。 

 そこで、今教育長にもお伺いをしたわけで

すけれども、町長はどのように考えているの

か…… 

（「動議」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） はい。 

○２番（井脇昌美君） 今予算審議している

のだから、性能のあれを問うてる場合でない

ですから、今この予算書について審議してい

るわけですから。性能をとやかく言っている
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のは、私いかがなものかと思いますよ。 

○委員長（多治見亮一君） 分かりました。 

 ただいまの意見ももっともだというふうに

思いますので、若干整理して質問していただ

きたいというふうに、木村委員、よろしくお

願いします。 

 もう一度お願いします。 

○７番（木村明雄君） 確かにこれは予算委

員会だということで、井脇委員の言っている

ことも分かる。私も分かります。しかしなが

ら、これから将来に向けて、未来に向けて、

そして進んでいかなければならないというの

は、私はパソコンが基本だと思うから言って

いるわけなのですよ。その辺いかがなもので

しょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 町長、よろしく

お願いします。 

 町長。 

○町長（渡辺俊一君） 先ほど教育長からも

お話ありましたけれども、やはりこれからの

時代、デジタルトランスフォーメーションと

いいますか、ＤＸがどんどん進んでいくとい

うことになりまして、使わなくて、私は使い

ませんという人はもちろんそれはそれで構い

ませんけれども、仕事だとか、それからいろ

いろなことではやはりそういうデジタル化と

いうのはどんどん進んでいくものだというよ

うに思っています。 

 町としても、デジタル化進めていかなけれ

ばらないと考えておりまして、今後の事業の

中でいろいろな取組をやっぱり進めていかな

ければならないというふうに考えています。 

 いずれにしても、当然パソコンをどんどん

新しく技術も進化していくということで、

バージョンアップもしていきます。いつまで

も古いものでというわけにはいかなくて、保

守が切れたりだとかすることもありますの

で、当然毎回毎回それに合わせて買い換えて

いかなければならないだとかというところ

で、経費だとかもかかって大変だなというの

はもちろんありますけれども、しかしながら

やはり今後の対応していくためには、そうい

う一定の経費がかかるものというように考え

ておりますので、引き続き議員の皆さま方に

も御理解いただかなければならないというよ

うに思っております。 

 町の中の仕事だけではなくて、足寄町の中

でもデジタルトランスフォーメーションと

いった部分でいけば、地域のデジタル化とい

うのも進めていかなければならなくなります

ので、それこそ最近新聞などでも議会の中で

タブレット使ってだとかというような、何か

ありましたけれども、そういうのも見ました

けれども、だんだんそういう時代になってい

くのだろうなと考えているところでありま

す。 

 引き続き、デジタル化に向けて、町として

も事業は進めていかなければならないなとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） よろしければ。 

 木村委員。 

○７番（木村明雄君） 私はここで手を挙げ

て、そして議席番号を頂いて、ここで意見を

述べるというひとつの時間を頂いたわけだ。

そこで、ほかの人が、私が質問をしているの

に、それを水を差すということは、これは私

は心外だと思うのですよ。これは、賛成して

もらわなければ困ると私は思うところであり

ます。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 委員長の立場と

しましては、若干今の目でいうと、ちょっと

外れてしまったので、もしパソコンの関係だ

と全体的につながるので、総括でしていただ

くのがよかったかなというふうに思いますの

で、その辺も次のとき考えていただければな

というふうに思います。 

 それでは、次に。 

 ほかに質疑ありませんか。 

 １２番二川 靖委員。 

○１２番（二川 靖君） 今のパソコンの関

係でちょっとよろしいかな、ちょっとお伺い

したいのですけれども、中学校のところも
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ちょっと関連するところがあるので、同じと

ころなのです、項目が。そこは駄目でしょう

かね。 

○委員長（多治見亮一君） 中学校のほう

で。 

○１２番（二川 靖君） 例えば、今何を聞

きたいかといえば、サーバーの機器一式で小

学校では校務用パソコンサーバーを集約し

て、役場の電算室に設置するということで、

いわゆる更新費用の削減と運用の効率化を図

るということで、多分これは集約するのかな

というふうに思っています。 

 なぜ中学校かといえば、中学校もこれ一緒

に同じ項目で載っているということで、例え

ば小学校が１,０００万円、中学校が２００万

円という、この違いは何なのかなということ

が聞きたかったのですけれども、駄目でしょ

うか。 

○委員長（多治見亮一君） 分かりました。

受けます。 

 それでは、教育次長、すみません、よろし

くお願いします。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたしま

す。 

 今回、校務用パソコンにつきましては、

サーバーのセンター化ということで、各小中

学校で結構大きな金額を計上させていただき

ました。 

 ただ、これをすることによって、今まで各

学校にサーバーを置いていたわけなのですよ

ね。そのサーバーの保守管理なども、保守管

理プラス更新費用も結構なばかにならない金

額でしたので、今回電算担当のほうといろい

ろ協議しまして、今回役場の電算室に移管す

るということで今回計上しましたけれども、

金額につきましては、当然使用する人数も違

いますので、小学校、中学校、校務用ですの

で、使用する先生方の数が違いますので、単

純に言えばその台数の差があるかなというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖

委員。 

○１２番（二川 靖君） 分かったようで分

からないですけれども、多分サーバーという

のは能力が決まっていて、それが人数によっ

て変わっていくということは、ちょっとどう

も不思議なのです。そこら辺教えていただけ

ないでしょうか。ちょっと分かりづらいとい

うか。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） 私もこの間木村

委員からもいろいろ御質問いただいて、結構

あまり得意ではないという分野ではございま

す。 

 これも中学校については２００万円という

ことで、その差があるのですけれども、例え

ば容量の大きさによって金額というのは変

わってくるものが必然でないのかなというふ

うに考えておりますので、そういった形で金

額の差は当然出てきてしかるべきかなという

ふうに考えているところですが、ちょっと仕

様書手元にありますので、もし厳密にという

のであれば、ちょっとお時間頂きたいなと思

います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩しま

す。 

午後 ２時４５分 休憩 

午後 ３時００分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、会

議を再開します。 

 丸山教育次長、お願いします。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたしま

す。お時間頂き申し訳ございません。 

 先ほどの答弁について一部修正しながら説

明させていただきます。 

 先ほど人数についてというようなものが大

きいという要素をお話ししましたが、確認し

たところ、学校数、小学校４校、中学校１校

ということで、学校数による差が費用の違い

だということでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川 靖



― 41 ― 

委員。 

○１２番（二川 靖君） その学校数によっ

ての違いということで理解しましたので。 

 たまたま金額だけを見てどうなのかなとい

うことでちょっと疑問があったもので、学校

数でいえば、小学校が多いというのは分かり

ますので、ありがとうございました。 

○委員長（多治見亮一君） 他にございませ

んか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２目

学校教育費、ありませんか。よろしいです

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、３目

学校建設費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） では、次に２０

８ページ、第３項中学校費の１目学校管理

費、ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２目

学校教育費、ありませんか。よろしいです

ね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２１

４ページに入ります。 

 第４項社会教育費の１目生涯学習費、質疑

ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２目文化財費、

ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、３目

文化・スポーツ振興基金費、質疑ありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ４目博物館運営

費、質疑ありませんか。よろしいですね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、５目

生涯学習館費、質疑ありませんか。よろしい

ですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ７目図書館費、

質疑ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２２

２ページに移ります。 

 第５項保健体育費の１目保健体育総務費、

質疑ありませんか。 

 ９番川上修一委員。 

○９番（川上修一君） 予算説明資料の９６

ページ、弓道場遠的場の関係であります。 

 この弓道場の様子は昨年の１０月の末だっ

たと思うのですけれども、文教で総合体育館

とかプールを視察したときに弓道場の関係も

見させていただきました。そのときに、今予

算に出てきている遠的場、本当に何という

か、よろしくない状態で、これは何とか直し

てあげたらいいねと委員のみんなでお話をし

たところであります。 

 それで、今回こういうふうに出てきたので

よかったなと思うのですけれども、実はその

ときに、弓道場というのですか、建物のほ

う、そちらのほうも中に入れさせていただき

ました。それで、すごい歴史のある建物で趣

は感じたのですけれども、これは冬季かなり

寒いだろうなと、そういう思いをしておりま

した。 

 それで、関連になるのですけれども、弓道

場自体を新しくするような考えというのはお

持ちではないのでしょうか。お伺いをいたし

ます。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたしま

す。 

 今回弓道場の遠的場改修事業ということで

７７７万９,０００円計上させていただきまし

た。この改修につきましては、遠的場は外に

屋外にある部分で、近的場、いわゆる弓道場

ですね、それにつきましては、同じような時

期、昭和５８年頃に整備したもので、かなり

の年数、老朽化してきているのは事実でござ



― 42 ― 

います。この間、寒さ対策として、ジェット

ヒーターを購入したり、床の改修等の工事は

してきているのですけれども、抜本的なもの

も考えなければ駄目な時期に来ているのかな

ということでは考えております。 

 今回の遠的場の改修事業につきましては、

弓道連盟からの要望書に基づきまして、計上

させていただいたものでございます。この要

望書の中にも、将来の弓道場の在り方につい

ても要望ございまして、その中には大規模改

修お願いしたいというような文言でございま

すが、果たして大規模改修がいいのか、建て

替えたほうがいいのかという部分につきまし

ては、今後も弓道連盟と相談させていただき

ながら、将来第７次総合計画に何らかの形で

計上できればというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上修一委

員。 

○９番（川上修一君） 分かりました。 

 弓道場の中に入ったとき、指導者の方が少

しでも外気をシャットダウンできるように、

ボランティアといいますか、本当に苦労され

ているなというところも見させていただきま

したので、弓道連盟と相談しながら、足寄の

弓道も、高校ですね、全国大会に行った実績

ありますので、ぜひいい方向で相談しながら

取り組んでいっていただきたいと思います。 

 質問終わります。 

○委員長（多治見亮一君） 他にあります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、２目

総合体育館運営費、質疑ありませんか。よろ

しいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、３目

温水プール運営費、質疑ありませんか。よろ

しいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、４目

学校保健費、質疑ありませんか。よろしいで

すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、５目

学校給食費、質疑ありませんか。よろしいで

すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、６目

給食車管理費、質疑ありませんか。よろしい

ですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２３

６ページ、第１１款災害復旧費に入ります。 

 第１項公共土木施設災害復旧費の１目河川

災害復旧費、質疑ありませんか。よろしいで

すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、２３

８ページ、第１２款公債費に入ります。 

 第１項公債費の１目元金、質疑ありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２目利子、質疑

ありませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、第１

３款職員費に入ります。 

 第１項１目職員給与費、質疑ありません

か。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） ２４０ページ、

第１４款予備費、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） それでは、歳出

総括、質疑ありませんか。 

 ４番矢野利惠子委員。 

○４番（矢野利惠子君） この歳出に当たっ

て、もうちょっと分かりやすい項目であって

ほしいなと思うのですけれども、例えば１０

３ページの下、説明文では右のほう、高齢者

等複合施設運営経費４,８３９万５,０００

円、高齢者等複合施設運営って、高齢者等複

合施設って一体どこなのだろうと思ったら、
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むすびれっじのことだったと。それならむす

びれっじと書いてほしかったな。それから、

あと１３７ページの説明の中段で、多目的集

会施設管理経費、多目的集会施設って一体ど

こだろうと思ったら、メイプルのことだっ

た。メイプルだけでなく全体を表しているか

らこういう名前になったのだということなの

ですけれども、それならそれで紅葉橋集会施

設とかというふうに地域名入れてくれたら、

あそこかとすぐ分かる。この多目的集会施

設って一体どこだろうというふうに思ってし

まう。 

 また、例えば次には、１９５ページの中

段、足寄町多目的交流施設運営経費１,１２４

万円、多目的交流施設って一体どんな交流施

設だと思ったら、足寄の下宿だったと。高校

生やほかの移住希望者に対する下宿がここの

部分だった。本当に多目的とか使えばいいっ

てものではないなと、本当に分かりやすく、

これだったら足寄町下宿でいいではないか。 

 今後もいろいろな予算やるに当たって、

もっと分かりやすい名前にしていただきたい

なと思うわけですけれども、その点につい

て。今からでもこの名称もっと分かりやすく

変えたらいいなとも思うけれども、今すぐに

は無理だろうから今後の方針として、もっと

町民に分かりやすい名前にしていただきた

い。これについてお答え願います。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 各施設の名称、大

体正式名称でやってますが、この正式名称と

いうのが補助ですとか起債とかするときに、

例えば下宿というだけだったらなかなか補助

がもらえなくて、地域の交流ですとか、移住

者が入るとかということで、下宿もいろいろ

な方が使える施設ということで多目的。結構

複合的な目的だ、多目的とやるのが受けがい

いのですね。それで正式名称としてそうなっ

ていると。 

 ここで今予算書としては確かに分かりづら

いと。この予算書をよりもっともっと細かく

括弧書きとかで説明すればいいのか。それと

も、条例に基づいてこれは条例でと。これが

誰が見るかというところもあったり、あまり

にも細かすぎると、それはまたどうなのかと

いうところもあって、今後も、何が適切か、

この予算書は誰が見るのか、住民の方が見る

場合もありますし、それほど見ないのかもし

れないですし、シンプルなほうがいいのかと

いうところもあるので。これはやはり長年、

僕も予算書とかつくっていて、自分たちは分

かるのですけれども、分からない人には分か

らないと。では、むすびれっじと書けば分か

るのかといったら、むすびれっじと書いても

分からない人もいて、正解がどこにあるかと

いうのは分からないところなのですけれど

も、また今後議会の皆様の御意見もいただき

ながら、それぞれの目的に沿った資料づくり

は当然これからも進めていきたいと考えてい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 他にありません

か。 

 １０番進藤晴子委員。 

○１０番（進藤晴子君） 予算説明資料の８

６ページお願いします。 

 地域教育活性化コーディネーターという新

しい多分事業だと思いますが、こちらについ

て御説明をお願いします。 

○委員長（多治見亮一君） すみません。も

う一度お願いできますか。 

○１０番（進藤晴子君） 予算説明資料８６

ページで、地域教育活性化事業（地域おこし

協力隊）の中の地域おこし協力隊（地域教育

活性化コーディネーター）を配置することで

活性化を図るとあります。このコーディネー

ターというのはどういうものなのか教えてい

ただきたいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 総括に入ってし

まったものですから、ちょっとまずいのかな

というふうに思ってまして、できれば後ほど

担当のほうに聞いていただければよろしいか

なというふうに思いますので、申し訳ありま

せんが、今回はよろしくお願いします。 
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 他にありませんか。 

 １０番進藤晴子委員。 

○１０番（進藤晴子君） すみません。 

 今回、会計年度任用職員の方の勤勉手当が

載っております。これは大変よろしいことだ

と思いますし、だんだん職員と、昔で言えば

パートさんとか、そういう名前の方たち、任

用職員の方がだんだん報酬、そういう待遇面

で近づいてきているように見受けられます。 

 このことに関して、それは大変よいことな

のですけれども、そうすることにより、その

方たちの業務内容とか、そういうことは今後

どのようにお考えになるのか、町長、お願い

いたします。 

○委員長（多治見亮一君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今お話ありましたよ

うに、少しずつ労働条件といいますか、賃金

体系というような形で、条件改善をしていく

と。これは国のほうでもそういう形でやりま

しょうということになっていまして、今回国

に合わせながら、足寄町だけでなくて、ほか

のところもきっと同じような形でやっていく

のかなというようには思っておりますけれど

も、少しずつ改善はしているという状況であ

ります。 

 手当が出るから、では働き方はどうなのだ

といったところでいきますと、基本的には大

きく今までと変わるわけではなくて、今まで

と同じような働き方の中で手当も出しますよ

というのが基本なのかなというように思って

います。ただ、やはり今までそうやって手当

が出てなかったりということがありますの

で、それを出しますよということになったり

とか、年間通して、以前は１か月空いたりだ

とかしていたのが、会計年度任用職員になる

ことによって年間通してだとかということで

仕事をしていますし、まして、町からの任用

というような形になってきていますので、会

計年度任用職員といっても、町職員ですよと

いうことになってきますので、基本的には

しっかりと、今まで以上にとはなかなか言い

難いですけれども、今までと同様にしっかり

と仕事をしていただくということになってい

くのかなと。そういうことを会計年度任用職

員の方々にも、今回手当がつきますよだとか

ということも含めて、お願いするような形に

なるのかなというように思っています。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤晴子

委員。 

○１０番（進藤晴子君） 今まで出てなかっ

たものを出すから、その分働いてくれなんて

もちろんとても言えることではありませんの

で分かるのですが、パートさんでも働いてい

て、私もパートやったことあります。ただ、

キャリアがあって、パートをやるしかない時

期にパートをやって、キャリアに合った分の

仕事が与えられるか与えられないか、その辺

は職業によってちょっと違うと思いますけれ

ども、案外与えたほうがやりがいがあるとい

う方も中にはいらっしゃるかと思います。そ

の辺のモチベーションを高める意味でも、少

しお考えになって、一人一人と対応されて考

えていかれたらよろしいのではないかなとい

うふうに思ったので、質問させていただきま

した。 

 最後にもう一回いいですか。 

○委員長（多治見亮一君） 町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今モチベーションの

話などもありましたけれども、やはり働きが

いがあるという、そういう職場で働くという

のはやっぱり働いていても、働いている人も

非常に気持ちよく仕事ができるというように

思っています。 

 今まで会計年度任用職員さんになっても、

もとの補助職員というか、臨時さんみたいな

形で言われていた人たちと、今はちょっと少

し違ってきているわけでありまして、仕事の

中身も前と同じような形では、やはり働きが

いというのは、言われたとおり清書をしたり

だとか、清書はあまり最近ないかな、コピー

取りしたりだとか、ただそういうような仕事

だけではなくて、やはりきちんと一人一人の

仕事を与えられて、それをきちんとやること
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によってきちんと成果も見えてくるだとか、

そういうような形でやりがいのある、そうい

う職場にしていかなければならないのかなと

いうように考えているところであります。 

 今回、またそういう手当もつくということ

も含めて、そういうものも一つのきっかけと

しながら、またそれぞれの職場で会計年度任

用職員さんの働き方というか、そういったも

のを考えながらしっかりと仕事をしていただ

くという形にしていきたいなと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 他にありませんか。 

 ５番田利正文委員。 

○５番（田利正文君） 予算書の関係でいけ

ば１０１ページに関わるケア労働のことなの

ですけれども、全産業の労働者の平均と比べ

てケア産業の労働者が月額にして８万円ぐら

い安いというふうに言われたことが最近あっ

たのではないかと思うのですけれどもね。こ

の予算書と、それから説明書の中に個別には

出てきますけれども、それをどうして確保す

るのか。どうしてと言ったらおかしいのか

な。ケア労働者が足りないのだから、ケア労

働者をどういうふうにして確保するのかと。

足寄町に行けば、ケア労働で働く場合にこう

いう待遇で働くことができるということを示

さなければ駄目ではないかという気がするの

ですけれどもね。それも簡単ではないと思う

のですけれども、その上でここで言えば、予

算書でいけば住宅手当を５万円つけるとか出

てますけれども、そういった取組を恒常的に

やられると。足寄の地域で働いているケア労

働者の全体の底上げを図るということができ

ないのだろうかと。そういう発想は考えてい

るだろうかとちょっとお聞きしたいのです

ね。 

 もう一つは、町内にいるけれども、ケア労

働で働いていないけれども、実際は資格を

持っているという方も結構いらっしゃるので

はないかと思うのですよ。それなども把握さ

れているのだろうかという思いがあるもので

すから、その辺ちょっと２点についてお聞き

したいのですけれども。 

○委員長（多治見亮一君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 介護人材の確保とい

うのは非常に重要な、これからもまたますま

す重要になってくる、そういう課題だなとい

うように思っています。 

 今田利議員さんからもお話ありましたよう

に、ほかの産業と介護の職場で働いている人

たちの賃金の格差、そういうのも今までも何

度も新聞、テレビ等で話があって、なかなか

その格差が埋まっていかないというところ

で、介護の仕事をやっていた方たちがほかの

産業に移ってしまうだとか、そういうような

ことで、介護人材が少なくなっていくという

ような、そういうことなども報道がされてい

るところであります。 

 足寄町全体として、その介護人材の確保の

ために、人件費をどうするのかだとかという

ようなことについては、確かに上げることに

よって人が来ていただけるということもある

かもしれませんけれども、足寄町の中で全体

として役場の特別養護老人ホームもあった

り、社会福祉協議会であったり、それからＮ

ＰＯ法人であったり、社会福祉法人ですと

か、そういういろいろな職場があって、その

中で全体として、底上げを図っていくために

どうしていくのかというところの取組という

のはなかなか難しいなというように思ってい

ます。それぞれの職場の中で全体で引き上げ

ていければいいのですけれども、やっぱりそ

ういうそれぞれの団体の財政的な問題なども

あって、簡単に、足寄町の介護人材の人件費

を幾ら上げていきましょう、何％上げていき

ましょうだとかというようなこと、そういう

取組というのはなかなか難しいのかなという

ように考えています。 

 ただ、そういう取組というのもやっぱり一

つはなかなか今簡単にはできないけれども、

将来的に向かっていけば、やはり国自体もそ



― 46 ― 

れは考えなければならない話であって、一自

治体だけではなくて、全体で考えていかなけ

ればならない問題なのかなというように考え

ています。 

 それと、足寄町内で資格は持っているけれ

ども、実際仕事はされてないよという介護福

祉士さんだとか、そういう資格を持っている

方たちの把握については、現在のところきち

んとした把握はしてございません。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利正文委

員。 

○５番（田利正文君） この問題が議会でと

いうか、私個人議員でと言ったほうがいいの

でしょうか、身近な問題になってきたという

のは、前建設課長がむすびれっじの所長に

行って、全道飛び回って介護者を、資格者を

集めてくるという仕事をやったことあります

よね。そのときに所長と話したときに、全道

どこ行っても専門学校に入る人がまず少なく

なっている。もちろん入学者が少ないのだか

ら卒業する人も少ないわけですね。それを足

寄に来てくださいということがすごい難し

かったという話を具体的に聞いたことあるの

ですね。その辺のあたりから、私などはそう

いうことなのかという認識になったのではな

いかという思いがあるのです。 

 今町長言われましたけれども、大変難しい

ことだと思いますね。本来は国がやるべきこ

とだと思うのです。だから、そこがないから

一自治体がどうこう言っても、そう簡単にい

かないというのは分かります。けれども、そ

このところの視点外さないでずっと努力する

というか、具体化するというか、工夫してい

くということがなかったら、そのまま流れて

いってしまいますよね。いつまでたっても介

護労働者集まらないというふうになってくる

と思うのですね。そういうところも含めて、

大変だけれども、常日頃、常にいろいろなあ

らゆる手を考えていっていただきたいなとい

う思いがあります。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 答弁はよろしい

ですか。 

○５番（田利正文君） もしよろしければ、

お願いします。 

○委員長（多治見亮一君） それでは、他に

ありませんか。 

 すみません。渡辺町長、お願いします。 

○町長（渡辺俊一君） 今お話あったよう

に、常日頃、やっぱりそういうことを考えな

ければならないなというのは当然考えなけれ

ばならないことだというように思っていま

す。 

 今回、来年度からですかね、少し人件費が

１.５９％でしたか、介護保険の中で、介護報

酬を上げるというようなことになりました。

ただ、１.５９％上げても、ほかの産業から比

べたらまだまだやっぱり低いですし、そう

いったことを考えると、やはりなかなか簡単

なことではないですし、基本的にはやはりそ

ういうところが少しずつ上げてきてくれなけ

れば、なかなか地域全体として介護人材の方

たちの報酬が上がっていかないということな

のかなというように思っています。 

 そういうことを考えていくと、なかなか非

常に一遍にそれを上げるとなると、多分介護

保険料だとかがまた上がってきたりだとか、

いろいろとバランスなどもやっぱりあるのか

なというように思っています。一番いいのは

国が介護保険のところにお金をいっぱい入れ

てくれて、上げてくれるというのが一番簡単

で一番改善ができる部分だと思いますけれど

も、なかなかそうはなっていかないような状

況というところで、非常に難しい問題だなと

いうように思っています。 

 介護人材いかに確保していくのか、そう

いったことを含めて、これからも町全体とし

て今後もきちんと念頭に置きながら、事業を

進めていかなければならないと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 他に、歳出総括

ありませんか。よろしいですか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

◎ 延会宣告 

○委員長（多治見亮一君） 審議途中であり

ますが、本日の予算審査特別委員会を終了い

たします。 

 明日、引き続き審議を行います。 

 よろしくお願いします。 

午後 ３時２８分 延会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


